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結 核 專 門 難 誌

BeitragezurKlin且kderTuberkuloseBd・83,H・6,1933・

第1同 猫 逸 結 核 警 師 會報 告(1933年9月22日 、

Eisenach二 於 テ)。

Berichtttberdie1.JahresversammlungderVerei-

nigungDeutscherTuberkulosearzteam22.Septem・

ber1933inEisenach.

(療 養 所 留 師會 ト猫逸 結 核 相 談 所 讐 師 會 ノ合 併 ニ ヨ リ

濁 逸 結 核 讐 師會 ト云 フ 新 ラ シ イ 會 ガ生 レ・タ コ トガ緒

言 二 記 載 サ レテ ア ルレ)。

H.Braeuning.開 會 ノ僻。

FranzIckert(Stettin):種 族 衛 生 ト結 核 豫 防

RassehygieneundTuberkulosebektimpfung.

墾 生見 ノ結 核 症 及結 核 症 患 者 ノ 血 統 二 關 ス ルレ新 観 察

二依 リ、結 核 症 二罹 ルレ素 質 ハ、 特 殊 ナ モ ノデ ァ ッ テ、

退 行 性 遺 傳 ニ ヨ リ遺 傳 ス ルレコ ト・・、甚 ダ實 ラ シイ コ ト

デ アルレ ト知 ラ レルレ。

之 二反 ン、結 核 症 ノ個 々 ノ疾 患 ノ経 過 ハ、 種 々 ノ要 素

二 支配 サ レルレ。 卸 素 質 的 二、艦 内 ノ要 素 二支 配 サ レ、

叉 外界 ノ要 素(肚 會 的 環 境 、流 行 性 傳 染 原)ガ 膿 外 的 二

作用 ス ルレ(補助 的 要 素)。

遺 傳 的 要 素 二就 テ云 ヘ バ、結 核 症 ハ、 流 行 性 小 見 麻 癖

二於 ケルレガ如 ク所 謂 選 澤 性 疾 患(so9.Auslesekrankh●

eit)ト 見 ラvル レ。 帥 多 ク ノ人 ガ感 染 ス ルレガ、 然 シ特 殊

性 二素 質 ヲ有 ス ルレ者 ノ ミガ侵 サ レルレ。實 際 上 種 族 術 生

叉 ハ優 生 問題 二於 テ ハ、遺 傳 的要 素 ハ傳 染 性 要 素 カ ラ

分 離 シ得 ナ イ。

著 者 ・・3400人 以 上 ノ人 二就 テ實 地 上 ノ目 的 カ ラ種 族

二依 ルレ結 核 性 素 因 ノ結 果 ヲ確 カ メ タ。

郎結 核 症 ノ遺 傳 的關 係 が、1人 ノ親 ノ ミニ依 ルレ者 ハ ソ

ノ19.5%ガ 結 核 症 二罹 ツ タ。

i遣傳 的 關係 ガ1人 ノ親 及 兄 弟 二依 ル 者 ・・ソ ノ40.1%。

雨 親 二依 ルレ者 ・'ソ ノ57・5-62・1%ガ 結 核 症 二罹 ツ

タ(早 登 性 痴 呆 症 デ ハ、 之 二該 當 ス ルレ数 ハ、第1ノ 場

合 ニ ノ、9-1096、 第8ノ 場 合 ニ ノ、53%)。

コ ノ研 究 ヲ基 礎 トシテ、實 地 上 総 テ ノ種 類 ノ結核 性 素

質 遺傳 二i野ス ルレ危 瞼 ノ表 が作 ラvル レ。

之 二依 ルレト、 繊 細 性儂 質 ノ場 合 。進 行 セ ルレ叉 ・・進 行 ン

ッ ・ア ルレ結 核 症 、非 叉 ハ反 肚 會 的 開 放 性 結 核 症 患 者 等

二於 テ ハ危 瞼 卒 ガ或 程 度 迄 高 イ。

以 上 ノ内後 ノ2者 ニ ハ不 妊 法 ヲ希 望 スルレ。

コ ノ輪 廓 的 ナ優 生 學 的 方 策 ト共 二、結 核 症 ハ先 ヅ第 一

二傳 染 病 トシテ載 フ可 キ デ ア ルレ。

國家 結 核 法 ハ、傳 染 原 二封 ン、強 力 ナ ルレ戦 圖 二基 礎 ヲ

置 ク可 キ デ ア ルレ。(黒 丸抄)

H.Denker(Berlin):結 核 症 ト軍 隊

TuberkuloseundArbeitslager.

兵 役 二相 當 ス ルレ年 齢 ハ、結 核 症 二依 ツ テ特 二危 瞼 デ ア

ルレo

見 タ塵 健 康 デ ア ツ テ、結 核 症 二罹 ツ テ ヰ ルレ者 ノア ノレコ

トハ経 験 上 示 サ レテ ヰ ルレ。

是等 ノ患 者 自均 ハ健 康 ダ ト考 ヘ テ ヰ ルレ。之 ハ軍 隊 デ ハ

非 常 二危 瞼 ナ コ トデ、是 等 ノ知 ラ レナ イ結 核 症 患 者 が

ソ ノ戦 友 二病 氣 ヲ傳 染 サ セ ルレヅ デ ア ルレ。

結 核 症 ハ屡 く「レ ン トゲ ン」検 査(透 覗 、爲 眞)二 依 ツ テ

ノ ミ決 定 サ レルレノデ ア ルレ。

i著者 ガ濁 逸 各 地 ノ 軍 隊 ノ報 告 ヲ 総 合 シタ統 計 二依 ルレ

ト、 兵 役希 望 者1000人 二劃・シテ、 開放 性 結 核 症 患者

2、 閉 鎮性 結 核 症 患 者2.4、 其 他 ノ 結 核 症 患 者1.7デ

ア ルレ。

コ ノ成 績 ハ期 待 シ テ ヰ タ襟_結 核 症 例 ノ率 ガ比 較 的

少 イ。 併 ン乍 ラ、コ ノ問 題 二興 味 ヲ持 ソ テ ヰルレ結 核 相

談 所 ノ留 師 カ ラ直接 二途 ラ レタ 報 告 二 俵 ルレ ト其 成績

ハ稽 く異 ナ ツ テヰ ルレ。 帥 、3834人 ノ検 査 二 於 テ(「v

ン トゲ ン」透覗 二 依ルレ)、開 放 性 蛇 二傳 染 ノ恐 レアルレ結

核 症 患 者 ハ ユ2例(3.2%)、 且 叉 、 活 動 性結 核 症 患 者

17例(4.5%)、 閉 鎖 性 結 核 症 患 者25(6.6%)、 肺 門 二

攣 化 ア ルレ者124例(33%)、 所 謂 硬 イ病 竈(so9.harte

Herde)ヲ 有 ス ルレ者237例(62%)、 肋 膜 勉 二横 隔 膜 二攣

化 ヲ有 ス ルレ者52例(13.7%)デ ア ルレ。
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以 上 成 績 二依 ツ テ 見 ルレニ、総 テ ノ入 螢 希 望 者 ハ入 螢 前

二根 本 的 二 「レ ン トゲ ン」検 査 ヲ行 フ可 キデ ア ルレ。

伺 叉 在螢 者 ノ規 則 的 「レ ン トゲ ン」検 査 が 急 務 デ ア ルレ。

若 シ兵螢 所 在 地 二 「レ ン トゲ ン」装 置 ヲ持 ツ タ結 核 相

談 所 ガ無 ク、而 モ其 地 方 二近 イ土 地 二適 當 ナ相 談 所 ガ

ア ルレ トキ ニハ 、族 費 ヲ節 約 ス ルレ爲 二、 相 談 所 ヘ ノ往 復

ハ演 習 行 軍 ト シテ ソ ノ1日 ノ 日課 トス ルレコ トヲ推 奨

ス ルレo

叉 結 核 相談 所 ノ支 持 者 二封 ンテ ハ、軍 人 二i封 シテ、 健

康 上 ノ興 味 カ ラ無 料 「レ ン トゲ ン」透 覗 ヲ行 フ コ トヲ

許 可 ス ルレ様 二希 望 ス ルレ。(黒 丸抄)

W.Kremer(BeelitZ)=種 々 ナ ル 虚 脱 療 法 二封 ス

ル適 感 症 ル境 界

DieAbgrenzungderIndikationzudenverschieden・

enMethodenderKollapstherapie.

(1)著 者 ・・臼家 ノ経 験 二依 リ、小 サ ナ新 鮮 ナ 融 合 性 ノ

早 期 浸 潤 が、氣 胸 療 法 二際 ン テ屡 ζ著 シク塘大 ス ルレ場

合 、及 之 二反 ン保 守 的療 法 ノ ミニ依 リ短 時 日 二治癒 ス

ルレ場 合 ヲ見 タ。從 テ肺 二融 合性 ノ大 キ ナ寝 潤 ガ ア ルレ場

合 、其 分界 部 二空 洞 が存 ス ルレ場 合 二於 テ ハ無 批 鋼 的 二

氣 胸 療 法 ヲ行 フ コ トハ止 メ ナ ケ レバ ナ ラナ イ。コ ノ場

合 二 ・・病 殊 安静 二依 ッ テ空 洞 ノ浮 清、叉 ハ浸 潤 ノ培 殖

牝 ヲ待 ツ可 キ デ ア ルレ。

(2)不 完全 氣 胸 ノ補 充 ト シテ、肋 膜 癒 着 ヲ剥 離 ス ルレコ

トハ、虚 脱 療 法 適用 ノ分 界 ヲナス モ ノデ ア ルレ。 師 卒 面

的肋 膜 癒 著 ノ剥 離 ヲ 良 ク ス ルレノハ 胸 廓 成 形 術 二限 ラ

レテ ヰ ノレ。

(3)林 檎大 以 上 ノ後 期 空 洞 ノ存 スルレ場 合 、氣 胸 ノ纏績

施 行 が 決 メ ラ レナ イ ノ ー、氣 胸 ヲ持 績 ス ルレト云 フ コ ト

ハ無 意 義 デ ア ルレ。コ ノ際 二 ・・氣 胸 ハ軍 二胸 廓 成 形術 ノ

前 虜 置 トシ テ ノ ミ行 フ可 キ デ アルレ。

(4)全 胸 廓 成 形 術 ハ 林 檎 大く以 上 ノ 後 期 空 洞 ヲ有 ス ルレ

ー 側 肺 ノ病 墾 二際 シ、適 慮 症 ト シテ特 記 サ レルレ。

(5)肺 尖 成形 術 叉 ハ充 坂 法 ノ如 キ部 分 的 手 術 ハ 、全 胸

廓 成 形 術 ガ禁 忌 デ アルレ場 合 二於 テ ノ ミ、掲 自的 手 術 ト

シテ行 フ可 キ デ アルレ。

上 葉 成 形 術 二於 テ ハ肩 脾板 ガ下降 シ、其 敷 果 が全 胸 廓

成 形 術 二近 イモ ノ トナ ルレ故 二例 外 デ ア ルレ。

之 二反 シテ氣 胸 ノ補 助 方法 トシテ ノ 上 記 ノ部 分 的 手

術 ハ屡 く好 成 績 ヲ示 ス。

(6)下 葉 二病 攣 アルレ者 、虹 二下 葉 二癒 著 ヲ有 ス ル場 合

二氣 胸 ヲ完 全 ニス ル 爲 、及 氣 胸 廃 止 後 等 ニ ハ横 隔 膜 紳
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経切 除手術 が適磨 スルレ。

之 ハ上葉 二病攣 ヲ有 スルレ場合 ニハ、其根原的病機 ガ滲
ゴ

出 性 デ モ、 亦 増 殖 性 デ モ、 寧 口有 害 デ アルレ。

唯 上 葉 二病 攣 ヲ有 ス ルレ場 合 デ モ、硬 化 性 病 機 ガ 同時 二

起 リ、葉 間 破 裂 ガ脱 眠膿 形 成 ヲナ 汀タ時 ニ ハ コ ノ手術

ガ利 用 サ ルレ可 キ デ ア ルレ。 之 二相 當 ス ルレ例 ヲ著 者 ハ 「キ

モ グ ラ フ」二依 ッ テ示 シテ ヰ ルレ。(黒 丸 抄)

(以 上 ニ テ學 會 ノ學 術 報 告 終)。

C.R.Sch6nbeck:剥 離 不 可 能 ノ氣 胸 癒 著 ル危 瞼

二就 テ

BeitragzudenGefahrennichtdurchtrennterPneu・

methorax・Adhasion(AusderLungenheilsttitte,,Sa-

natoriumBirkennhaag``Berlin-Lichtenrade).

著 者 ハ胸 腔 鏡 二就 テ述 べ テ ヰ ルレ。

著 者 ノ例 デ ・・、胸 腔 二樒 附木 ノ太 サ ノ索 條 ガ ア ツ テ、

之 が鎮 骨 下 動 脈 二 附著 シ、コ ノ附著 部 二於 テ血 管 壁 二

球 状 ノ動 脈 瘤 ヲ形 成 シテ ヰ タ。

之 ハ氣 胸 二依 ツ テ強 ク 引張 ルレト、血 管 壁 ノ破 裂 二依 ツ

テ致 死 的 出血 ヲ來 ス 恐 レが ア ルレ。

若 シ コ ノ索 條 ガ、他 ノ索 條 ヨ リモ先 二、 ソ ノ危 瞼 デ ナ

イ個 所 二於 テ切 離 セ ラ レルレナ ラバ ヨイ ガ、 之 ト反 封

二、最 初 二他 ノ強 イ索條 ヲ切 離 ス ルレ場 合 ニ ハ、 肺 ノ重

サ ガ コ ノ危 瞼 ナ索 状 二懸 ルレカ ラ危 瞼 デ ア ルレ。

著 者 ハ胸 腔 二索 條 ノ存 ス ルレ楊 合 、及 不 完 全 ナ盧 脱 療 法

二際 シテ ハ少 ク トモ 胸 腔 鏡 検 査 ヲ行 フ コ ト ヲ推 奨 ン

テ ヰ ルレ。(黒 丸抄)

AntonSattler:原 獲 性 肺 膿 癌 ノ症 候 蛇 二診 断

ZurSymptomatologieundDiagnostikdesprimarep

Lungenkrebses(II.MedizinischenAbteilungdesWil・

helminenspitalesinWien.Vorstand:Prof.Dr.Josef

Sorgo).

i著者 ハ57例 ノ肺 臓 癌 例 二就 テ臨 抹 的蛇 二病 理 解 剖 學

的 ノ研 索 ヲナ シタ。

先 ヅ肺 癌 ノ種 々 ノ症 候 型 二就 テ記 載 ジテ ヰ ルレ。

(1)、 肺 炎 性 號 作 ノ所 見 ヲ示 ス モ ノ。

(2)、 慢 性 大葉 性 寝 潤(殊 二上 葉)ノ 所 見 ヲ示 ス モ ノ。

(3)、 慢 性 肺 膿 瘍 ノ所 見 ヲ示 ス モ ノ。コ ノ膿 瘍 ハ甚 ダ

大 キ ク1立 迄 ノ膿 ヲ有 ス ルレコ トガ ア ルレ。

(4)、 肺 壊 疽 ノ型 、肺 屡疽 ノ場合 ニ ハ高 年 者 二於 テ ハ

悪 性 腫 瘍 ヲ其 原 因 ト考 ヘ サ セ ルレ可能 性 が ア ルレ。

(5)、 肋 膜 滲 漏 液 ノ型 、 肺 癌 ノ肋 膜 型 ト云 フ。

滲 出液 が出血 性 デ ア ルレコ トガ特 有 デ ア ルレ。且 叉 凝 固性
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ガ著 ンク急 速 デ ア ルレ(出 血 性 デ ナ イ場 合 ニ モ)。

(6)、 縦 隔 窺 腫 瘍 ノ型。

(7)、 繊 維性 崩壌 性ll市結 核 症 ノ所 見 ヲ呈 ス ル モ ノ。之

ハ稀 デハ アルレガ、診 蜥 困難 ナ爲重 要 ナ型 デ アルレ。 病 理

解 剖 學 的 見地 ニ ョ レバ、コ ノ型 ハ肺 門 二近 イ氣 管枝 壁

ノ腫 瘍 トシ テ、逆 行 性 蔓 延 ヲ示 ス。傳 播 道 ト シテ肺 及

肋 膜 ノ淋 巴 管 系統 ガ用 ヒ ラ レルレ。之 ハ多 倣/小 結 節 形

成 ヲ來 ン、之 が融 合 傾 向 ヲ有 ス ルレトキ ハ、 多 獲性 空洞

形 成 ヲ件 フ 威 ノ 播種 性 結 核 性病 機 ト全 ク同 一 ノ理 學

的、 「レ ン トゲ ン」的所 見 ヲ呈 ス ルレ。

以 上7種 ノ顯 著 ナ症 候 ヲ呈 スルレ型 ノ外 二、呼 吸 器 ノ症

候 ガ輕 度 叉 ハ 明 カ デナ 久 疑 ハ シイ型 ノ モ ノ ガ ア ルレ。

之 ハ精 密 ナ 臨1床 的検 索 二依 ツ テ 悪 性 腫 瘍 ノ疑 ヲ起 サ

セ ルレモ ノデ アルレ。

i欠二著 者 ハ 個 々 ノ診噺 的 方法 二就 テ設 明 ジテ ヰルレ。

病 原 トシ テ直接 二詮 明 サ レルレモ ノ ハ腫 瘍 細 胞 ノ 詮 明

デ ア ルレ。 之 ハ肋 膜 滲 出 液 、喀 疾、試 験 的 探 取材 料 等 二

見 ラ レルレ。

次 二直接 ノ診 噺 二用 ヒ ラ レルレノ・・氣 管鏡 デ アルレ。

臨 脈 的理 學 的検 査 ハ 重 要 ナ意 義 ヲ持 ソテ ヰ ルレ。臨然 診

断 上重 要 ナ ノハ胸 廓 内 ノ歴 迫 作 用 デ アル。之 ハ圭 二縦

隔餐 内臓 器蛇 組 織 二 作用 ス ルレ。歴 迫 ハ紳 経 並 二血 管 二

及 ボ ス(紳 経 デ ハ廻 蹄 紳 経 、 殊 二右 ヨ リモ左 が主 デ ア

ルレ。 次 二横 隔 膜 紳 経 、稀 二交 感 紳 経 ノ障 碍 ヲ來 ス。血

管 デ ハ無 名静恢 、1又ハ上 腔 静 脈)。

腫 瘍 ノ疑 及獲 聲 障碍 ノ アルレ場 合 二 喉 頭 ノ検 査 ヲ行 ハ

ナ'イ ノハ 手技 上 ノ失 宜 トサ レルレ。

瞳迫 ハ爾 叉 他 ノ縦 隔 甕 内 ノ内腔 性 臓 器 、 帥氣 管 、氣 管

枝 、 食 道 等 二及 ボ ス。

「レ ン トゲ ン」検 査 ノ 診 噺 的債 値 ・・、 多 ク ノ場 合 二於

テ、 氣 管枝 造 影法 ヲ共 二行 フナ ラバ、重 要 ナ意 義 ガア

ル コ トニ疑 ヒハ ナ イ。

然 シ乍 ラ之 二俵 ツテ確 實 二 其 原 因 的診 断 ヲナ ン得 ルレ

ト信 ズ ルレノハ誤 リデ ア ルレ。

生物 學 的診 断 、 殊 二Kaminer二 依 ルレ細 胞 崩 壌 反 慮 ノ・

實 地上 ノ 目的 ニ ハ適 シナ イ。

次 二著 者 ハ ろ7例 二就 テ統 計 的観 察 ヲ述 ベ テ ヰ ルレ。

病 型 ・・、57例 中、23例 ・・大 葉 性 寝 潤 蛇 二肺 炎 型 。6

例 ハ肺 膿瘍 型。3例 ノ・肺 壌 疽型 。8例 ハ肋 膜 型 。11例

ハ不 確 實 ナ症 候 ヲ件 フ肺 疾 患 ノ所 見 ヲ呈 メ ノレ。

性 別 ・・、 男47例 。 女 ユ0例 。

年 齢 ノ・、40代5例 。50代11例 。60代2-1例 。70代
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ユ5例 。80代2例 。ep60-70代 ノ・39例 デ ア ルレ。 病 竈

部 位 ハ 、左 肺 侵 サ レタ者31例 。 右 肺 ハ24例 。1例 ハ

部 位 不確 實 。1例 ハ腫瘍 ガ氣 管 分枝 部 二原 肇 ス。

上葉 ノ氣 管枝 侵 サ レタ者22例 。 下葉 ノ氣 管枝17例 。

圭 氣 管枝 侵 サ レ タ モ ノ15例 。

紳 経 ノ障 碍 ハ、 廻 錨 紳 経 ノ障 碍7例 。横 隔 膜紳 経 障 碍
り

5例 。2例 ハ 雨 者 同時 二侵 サVタ 。

肺結 核症 トノ合併 ノ・、3例 デ、 重症 空 洞性 肺 結 核 症 ヲ

合 併 シタ.

数 個所 二蜀 獲性 二癌 腫 形 成 ヲ 來 シ タ 者(讐 ヘ バ肺 及

胃)ハ2例 デ ァルレ。(黒 丸抄)

ChinKukChoun:結 核 菌 培 養 二於 ケ ル生 存 結

核 菌 藪 ノ楡 査

UntersuchungenifbefdieZahllebenderKeimein

derTuberkelbacillenkultur。(AusderDeutschen

Forschungsanatalt.ftirTuberkulose〔dei'zeitigerLeit-

er:Dr.0.KirchneramEppendorferKrankenhaus,

riamburg〔Dirketor=Prof.Dr.Brauer〕)

著 者 ハ培養 シタ結 核 菌 ノー 定量 中 ノ 生 存 結核 菌 数 ヲ

計 測 ス ル實 験 ヲ行 ツ タ。

實 験 二 ・・17種 ノ薗 株 ヲ 用 ヒタ。 培 養 ニ ハLubenau-

Hohnノ 卵 培 養 基 ヲ用 ヒタ。 先 ヅ8-20日 培養 後 、ソ

ノ菌 ヲ ト リ、 濾 紙 上 デ30分 間 乾 燥 シ、 次 デ薗 量 ヲ計

リ、 次 二特 殊 ノ方法 二依 ツ テ1.Oc・ α中1mgノ 薗 ヲ含

有 ス ルレ菌 浮 游 液 ヲ作 ツ タ。 コ ノ浮 游 液 ヲ 稀 繹 シテ、

1.Oαc・中各10--r),10`"6,】O-7mgノ 薗 ヲ含 有 ス ルレ3種 ノ

稀 繹 菌 浮 游 液 ヲ作 ツ タ。 コ ノ浮 游 液 ヲ エ2本 ノ培養 基

(L6wenstein)、 「コ ンゴ ー ロー ト」卵培 養 基 。Petragnani

ノ「マ ラ ヒットグ リュン」卵 培i養基 。Hohnノ 「マ ラ ヒット

グ リュン」卵 培養 基 等 各4本 宛)二2白 金 耳(0.01c.c.二

相 當 ス ルレ)宛 接 種 ンタ.

白金 耳 ハ 常 二同 一 ノモ ノ ヲ用 ヒ、使用 時 ハ特 別 ノ注 意

ヲ擁 ツタ.コ ノ培 養 二俵 ツ テ登 育 ンタ薗 ノ聚落 敷 ヲ計

算 ジ、之 ヨ リ ンテ1mgノ 薗 塊 中 二於 ケ ルレ薗 数 ヲ計測

シ タ。

其結 果 、1mg中 二40--60億 ノ菌 ヲ 有 ヌ ルレコ1・ガ確

カ メ ラ レタ。

著 者 ノ結 果 ハ從 來 行 ハ レタ 成 績 二 比 シ著 シ ク高 卒 ヲ

示 シ テ ヰルレ。(黒 丸 抄)

A・J・AnthonyundC.Mumme:雨 側 人 工 氣 胸

二於 ケ ル肺 容 積 ノ評 債

DieBewertungenvoluminabeimdoppelseitigen
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Pneumothorax(AusderDirektorialabteilung.Mediz-

inischeUniversit5tsKlinik〔Prof.Dr.Brauer〕und

ausder4.MedizinischenKlinik〔Prof.Dr.Reye〕des

AllgemeinenKrankenhausesHamburg・Eppendorf).

著 者 ハ雨 側 人 工 氣 胸 患者 二就 テ肺 容 積 ヲ計測 シタ。計

測 ニ ハKnipPingノ 装 置 二依 リ肺 活 量 ヲ計 リ、Anthony

ノ水 素 法 二依 り遺 残 氣 ヲ計 ツ タn12例 ノ患 者 二就 テ

氣 胸 ノ前 後 二言1測 シ比 較 シタ。而 シテ4例 二就 テ詳 ン

ク共 成 績 ヲ示 シテ ヰ ルレ。

著 者 ノ成 績 ニ ヨ レバ、先 ヅ第 一 二肺 活 最 ガ著 シク減 少

ス ルレ。 帥補 充 氣 ガ制 限 サ レ、肺 ノ最 大 吸 氣 が妨 ゲ ラ レ

ルレノデ ア ルレ。之 二反 シテ正 常 活 量 、遺 残 氣 等 ハ少 倣 例

二於 テ ノ ミ減 少 ン、 然 モ輕 度 デ ア ルレ。

從 テ雨 側 人 工氣 胸 二 於 テハ 肺 全膿 ノ 数 果 的 虚 脱 ・・比

較 的少 イ モ ノデ アルレコ トガ確 定 サ レルレノデ ア ルレ。

(黒 丸 抄)

KarlRupilius:天 竺 鼠 二 封 ス ル結 核 豫 防 接 種 ル

比 較 試 験(BCG,Schr6der-Thymus・Vaccine)

VergleichendeTuberkulose・Schutzimpfungsversuche

anMeerschweinchen(BCG,Schr6der1Thymusvacci-

ne)(AusderUniversitats・KinderKlinikinGraz

Vorstand:Prof.Dr.A.Reussx.

患 者 ハBCG,Schr6der-Thymus.Vaccineヲ 以 テ豫 防

接 種 ヲ行 ツ タ天 竺 鼠 二就 テ重 感 染 ヲ施 シ、其 結 果 ヲ観

察 ンタ。

天 笠 鼠 ・・61匹 用 ヒ タ。 コ ノ内18匹 ・・BCG.,17匹

ハSchr6der-Thymus-Vaccineヲ 以 テ豫 防 接 種 ヲ行 ヒ

他 ノ26匹 ハ封 照 ト シ テ何 等 ノ前 塵 置 ヲ施 サ ナ カ ッ

タ。

豫 防接 種 方法 ト シテハ 、 皮 下 二、少 量 宛 敷 同 二亘 ソ テ

ー定 日数 ノ間 隔 ヲ置 イテ接 種 ス ルレカ、叉 ハ1同 叉 ハ2

同 相 當大 量接 種 シタ。

豫 防接 種 ヲ施 シタ 動 物 二封 ス ルレ重 感 染 、及 封 照 ヘ ノ感

染 試 験 トシテ 、 牛 型 菌 ノ性 状 ヲ有 ス ルレ人 型 菌(Schr6・

der・Mietsch薗 株)ヲ 用 ヒタ。 コ ノ感 染 試 験 ハ豫 防 接

種 後12週 二 ・yテ行 ナ ソ タ。

其 成 績 ハ・次 ノ如 シ。

1.BCGノ 接 種 二依 ソ テ 起 ルレ所 見 ・・、 接 種 局 所 二

屡 ミ腫 脹 ヲ來 ス ガ長 ク存 績 シナ イ。接 種 局 所 ・・稀 二扁

豆 大 乃 至 碗 豆 大 二腫 脹 ン、潰 瘍形 成 ヲ來 シタ モ ノ ハ18

匹 中2匹 デ アルレ。附 隔 淋 巴腺 ノ腫 脹 ハ少 敷 例 二限 リ、

然 モ輕 度 デ ア ルレ。
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後 ノ重 感染 二依 リコ ノ前 庭 置 二依 ルレ局 所 反磨 ノ再 燃

ヲ來 シタ モ ノハ ナ イ。

2.Schr6der・Thymus・Vaccineヲ 接 種 ンタ場 合 ニ ハ、

接 種 局所 蚊 二所 囑 淋 巴 腺 二腫 脹 ヲ來 サ ナ イ。

3.BCGデ 前 塵 置 シタ動 物 ・・1個 月 牛 ニ シテ 「ツ ベ

ル ク リ ン」試 験 ニ ヨ リ、 「ア レルレギ ー」性 ナ ルレコ トヲ詮

明 ンタ ガ、Schrδder・Thymus-vaccine二 依 ツ テ虜 置 ン

タ モ ノハ之 ヲ謹 明 ジ得 ナ カツ タ。

4.雨 者 ノVaccine接 種 二依 リ、 動 物 ノ登 育蛇 ニー

般 所 見 ノ障 碍 ヲ來 シタ モ ノハ ナ カッ タ.

5.雨 者 ノ豫 防接 種 ヲ試 ミタ動 物 ハ 、重 感 染 ヲ施 シタ

結 果 、 封 照 動 物(重 感 染1・ 同量 、及 其10分 ノ1ノ 薗 量

ヲ感 染 二使 用 シタ モ ノ)二 比 較 ンテ 経 過 良 好 デ ア ルレ

(初 感 染 竈 、 淋 巴腺 竈 、膿 重 曲 線 等 二於 テ)。

豫 防接 種 ヲ施 ンタ動 物 ハi封照 ヨ リモ長 ク生 存 ス ルレ。李

均 生 存 日数 ・・BCG.接 種 動物 ハ298日 、Schr6der

Thymus・Vaccine接 種 動物 ノ・166日 、 封 照動 物 ハ147

デ ア ルレ。

6.以 上 ノ成 績 二依 リ、豫 防 接 種 二俵 リー 定 ノ防 禦 ガ

出來 ルレコ トが知 ラ レルレ。コ ノ防禦 作用 ハ生存 期 間 二關

ス ルレモ ノデ、BCG接 種 動物 デノ・Schr6der・Thymus・

Vaccineヲ 用 ヒタ動 物 ヨ リ コノ作 用 ガ顯 著 デ アルレ。

(黒 丸 抄)

VladasKairiukschtis:肺 ル 「カ タ ル」性 病 攣 即小

水 泡 晋 ヲ聴 取 ス ル簡 易 手 技

EineinfacherKunstgriff,Katarrha]ischeVerandep

ungen,bzw.feinblasigeRasselger5uscheindenLu・

ngenausfindigzumachen,(ehem.oberarztderInn.

Abt.desStaatkrankenhauses,Kaunas).

患 者 二 ロ ヲ開 カ セ、聲 門 ヲ牛 バ 開 ク様 ニ シ、 喘 鳴 ト共

二 呼氣 ヲ長 ガ ク績 ケ ルレ様 ニサ セルレ。次 デ徐 々二深 吸 氣

ヲ行 ・・セ ルレ。若 ン之 が 出來 ヌ トキ ハ、 輕 イ咳 ヲサ セ、

其 後 更 二呼氣 ヲ行 ハ セ ルレトキハ 前 記 ノ 場 合}・同 標 ノ

結 果 ヲ得 ラ レルレ。

以 上 ノ様 ナ 呼 吸 ヲ患 者 二行 ハ セ ルレト、 口腔聴 診 法 デ

モ 患 者 ノ ロ ノ前 二耳 ヲ置 イ テ モ、亦 胸 廓 二聴 診 器 ヲ當

テ ・聞 イ テモ水 泡音 ノ隠 取 ガ出 來 ルレ。

「ラッセ ルレ」ハ喘 鳴 様 呼 氣 ノ終
、 叉 ハ吸 氣 ノ始 二於 テ聞

カ レつレ。

上 記 ノ方法 二依 リ瓜 く極 ク輕 微 ナ 「カタ ルレ」性 壁 化 ヲ

見 出 ス コ トが 出來 ルレ。

コ ノ方法 ハ 專 門 讐 ガ 「レ ン トゲ ン」検 査 ノ 必 要如 何 ノ
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i判噺 ヲ爲 ス際 二傾 値 ガ ア ルレ。 (黒丸抄)

ZeitschriftfarTuberkulose.Bd.66.H.1.1932.

初 期 浸 潤 二就 テ

H.Brtigger:OberPrim5rinfiltrierungen.

小 見 期 ノ肺 浸 潤 ノ種 々 ノ型 ヲ 正確 二 分 類 ス ルレコ トハ

仲 々難 カ シイ コ トデ ア ルレ。弱 結 核 性 浸 潤 、 周 局 炎 及 肺

門 周 園 浸 潤 等 二就 キ、各 ζノ出現 ス ルレ時 期 及 病 理 解 剖

學 的 關 係 等 ヲ詳 シク考 ヘ テ、結 核 特 殊 性 浸 潤 ヲ正 確 二

鑑 別 ス ベ キ デ ア ル。年 齢 、感 染 ノ時 期 、状 態 、咳 漱 其 他

ノ徴 候 等 ・・多 大 ノ關 係 が ア ルレカ ラ、病 歴 ヲ詳 細 二調 査

セ 子 バ ナ ラ ヌ、「レ ン トゲ ン」診 断 ハ極 メ テ大 切 デ ア ツ

テ、 定 型 的 ノ所 見 ヲ登 見 ス ル コ トハ必 要 ノコ トデ ア

ルレ。 廣 イ初 期 浸 潤 二於 テ ハ、退 行 シテ後 正 確 ナ ルレ診 断

ヲ下 シ得 ルレ場 合 ガ多 イ。叉 赤 血 球 沈 降 速 度 ノ速 進 色 素

債 低 下 及 貧 血 等 モ、其 他 ノ臨 肱 上 ノ所 見 ト共 二大 切 ナ

ルレ徴 候 デ ア ルレ。i著者 ハ多 ク ノ材 料 ノ中 カラ上 記 ノ鮎 ヲ

考 察 シテ初 期 浸 潤 ノ症 例 ヲ集 メ テ ヲルレ。(中 野 抄)

肺 結 核 症 ノ早 期 診 断 卜治 療 所 治 療 ノ 實 際 的 關 係

如 何(統 計 的 補 遺)

L.LagrさzeundA.Orlowitsch・Woly:Wiestehtes

inderPraxismitder,,frUhzeitigen"Erkennung

undHeilstdttenbehandlungderLungentuberkulose?

(EinstatistischerBeitrag)

大 治 療 所 二牧 容 サ レテ來 ルレ患 者 ヲ調 ベ ルレ ト、早 期 診 漸

ヲ受 ケ適 當 ナ ルレ時 期 二家 族 ト職 業 ヨ リ 離 レテ治 療 所

療 法 二移 ッ タ モ ノハ案 外 少 イ。出來 ルレ丈 ケ早 ク治 療 所

療 法 ヲ受 ケサ セ ルレコ トニ努 カ シナ ク テ ハ ナ ラ ヌ。著 者

等 ハ1931年 二著 者 等 ノ治 療 所 二入 所 シテ始 メ テ治 療

所 療 法 ヲ受 ケ タ成 人 ノ 活 動 性 肺 結核 患 者 二 就 テ調 査

シテ 見 タ。之 ハ必 要 ナ ルレ診 噺 ト治 療 ノ要 求 ガ何 ノ程 度

二滞 タサ レテ ヲルレカ ヲ調 ベ ルレノガ 目的 デ ア ルレ。斯 ルレ統

計 的 ノ調 査 ニ ハ・、病 歴 、記 録 及 臨 沐 的、 「レ ン トゲ ン」

學 的所 見 が極 メ テ必 要 デ ア ルレガ、時 二之 二歓 ク ルレ鮎 モ

ア リ、 遺憾 デ ア ルレ。シ カ シ之 ノ鉄 昭 ヲ最 少 限 度 二迄 減

少 サ セ ヤ ウ ト努 力 シタ。

調 査 シタ患 者 ハ 総 数316名 デ、 内男 子172名 、 女 子

141名 デ ア ルレ。 活 動 性 肺 結 核 症316名 中49中 名 帥15

%ガ 初 メ ニ圭治 讐 ニ ヨツ テ喀 疾 検 査 ヲ受 ケ テ ヲルレ。コ

ノ 中治 療 所 入 所 後 開 放 性 結 核 ト診 噺 サ レタ モ ノ ハ209

名 帥66%デ ア ルレ。 圭 治 讐 ヨ リ健 康 相談 所 叉 ハ病 院 二

患 者 ヲ逡 ッ テ來 ルレノ ハ干 均14.3週 後 デ アノレ。 診 噺確

定 後 自費 患 者 ガ治 療 所 入 所 申込 マ デ ノ・ZF均8.5週 、コ

ノ内 申込 遅 延 ニ ヨルレモ ノ ヲ引 ケ バ7.2週 デ ア リ、叉 治

療 申 込 ト治 療 所 指 定 ト ノ 間隔 ハ 李 均6.1週 トナ リテ

ヲ ルレ。 コ レ等 ノ内、進 行性 ニ シテ相 當 程 度 二 迄 達 シテ

ヲ ルレモ モ ノ ガ多数 ア リ、叉 多 数 ノ患 者 二空 洞 が認 メ ラ

レタ。定 型 的 ノ境 界 明瞭 ナ ルレ早期 浸 潤 ハ只10名 二過

ギ ナ カ ツタ。

次 二之 ヲ総 括 シテ述 ブ レバ、實 地留 家 ハ肺 結 核 症 ノ早

期 號 見 及 治療 二極 メ テ 重 要 ナ ルレ 關 係 ヲ有 ス ルレモ ノ デ

ア ルレ。 喀 疾 検 査 ハ必 要 デ ア ルレ カ ラ度 々行 フ可 キ デ ア

ルレ。早 期 ノ「レン トゲ ン」診 噺 ・・歓 ク可 ラ ザ ルレモ ノデ ア

ルレ、而 モ從 來 ヨ リモ更 二度 々行 ハ 子バ ナ ラ ヌ。 患 者 ヲ

捜 シ出ス コ トノ ミナ ラズ、患 者 ノ 中 カ ラ健 康 者 ヲ獲 見

ス ルレコ トモ亦 健 康相 談 所 ノ 重 要 ナ ルレ 機 能 ノー ツ デ ア

ルレ。即 之 ニ ヨ ッ テ健 康 者 ガ誤診 サ レテ治 療 所 二取 容

サ レルレトイ フ様 ナ コ 】・ガ少 ク ナ ルレデ ア ラ ウ。活 動 性 肺

結 核 症 患 者 ヲ時 期 ヲ失 セ ズ治 療 所 入 所 サ セ ルレコ ト、殊

二早 期 浸 潤型 二於 テ ハ 合理 的 ノ 治 療 所療 法 ヲ 出來 ルレ

丈 ケ早 ク施行 ス ルレコ ト ガ 必 要 デ アルレ。 是 等 ノ鮎 二關

シ、目下 ノ肺 結 核 症 患 者 取 扱 二於 テ飲 ク ルレ所 ア ルレハ 著

者 等 ノ調 査 セルレ統 計 が示 シテ ヲルレ。上 記 鐵 字 ノ示 ス遺

憾 ノ鮎 ・・個 々 ノ患 者 ノ中 二、特 二i遅延 シテ時 ヲ失 セ ルレ

モ ノ、経 濟 上 ノ關 係 ニ ヨルレモ ノ、 及 病 氣 ヲ 自畳 セ ザ ルレ

ニ ヨルレモ ノ等 アルレ爲1・ ハ 云 へ、兎 二角316名 ヲ治 療所

療 法 二移 ス迄 二卒 均 シテ確 カ ニ 多大 ・ 時 ヲ失 ッ テ ヲ

ルレ事 デ アルレ。最 之 ニ ハ磐 師 ノ治療 申 請 後 二行 政 事 務 ト

入 院 費 問 題解 決 ノ爲 二要 シタ期 間 モ 少 ナ カラ ズ關 係

シテ ヲ ルレノ デ ア ラ ウ。逼 迫 セ ルレ今 日 ノ實 情 ・・維 濟 上 更

ニー 暦 ノ考 慮 ヲ要 ス ルレノ デ アルレ。

之 二封 シテ ハ肺 結 核 症 ノ早 期 號 見 虹 二 適 切 ナ ルレ治 療

ガ極 メ テ必 要 デ ア ルレ。(中 野 抄)

老 年 肺結 核 症 ル治癒 可能 性 二就 テ

LDtinner.F.LeeserundM.H.Corton:DieHei1・

barkeitderLungentuberkuloseimAlter.

60歳 以 上 ノ老 人 ノ 肺 結核 症 が治 癒 シ得 ルレモ ノ ナ ルレコ

トハMed・Klin・1931.Nr.44.二 於 テ 著 者等 力・既 二

述 ベ タ所 デ ア ルレが、今 同 ノ報 告 ニ テ ハ 、之 ノ詮 擦 材 料
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ヲ提 供 シ且 診 噺 及 批 剃 上 注 意 ス ベ キ 事 項 ヲ 述 ベ ルレコ

ト ・ス ルレ。之 二關 ン テ著 者 等 ノ調 査 セ ルレ症 例 ヲ分 類 ス

レ!ノ ぐ 、

1、60歳 後 二喀 峻 中 二薗 ガ確 實 二陽 性 デ ア ツ テ、ソ ノ

後 一;陰性 トナ リ臨 抹 及 「レ ン トゲ ンJ所 見 ガ 経 過 中或

ルレ程 度 マ デ不 攣 デ ア リ、而 シテ剖 検 二於 テ治 癒 セ ルレ結

核 症 ト認 メ ラルレ ・場 合 。

皿、 肺 結 核 症 ヲ兎 二 角 何 時 力経 過 シタ コ トガ臨 抹 上

推 察 サ レ、後 二解 剖 ニ ヨ リ實 誰 セ ラ レタ ルレ例 。 治 癒 ン

タ病 竈 ノ周 園 二 ・・非 特 異 性 ノ 攣 化 ガ種 々 ノ種 類 ト程

度 二 於 テ駿 展 シテ ヲ ルレ。

皿、 臨 躰 的 ニ モ亦 解 剖 上 ニ テ モ、以前 肺 結核 症 ヲ経 過

ン タ トイ フ コ トヲ確 實 二謹 明 ハ 出來 ナ イが、 シカ シ何

等 カ ノ原 因 ニ ヨツ テ非 特 異 性 ノ 攣i化 ガ 形 成 サ レテ ヲ

ル例 。

コ ノ報 告 デ 特 二 注 目ス ベ キ ハ1及 皿デ アルレが以 上 ノ

3群 トモ臨 休 的所 見 ハ同 一 デ ア ッ テ、病 因 的 匠 別 ハ 必

ズ シモ 可 能 デ ハナ イ。各 群 カ ラ例 ヲ暴 ゲ テ 見 タ が 皿 ノ

場 合 デ ハ診 断 可能 ノ場 合 ト不 可 能 ノ 場 合 トが アルレ ト

イ フ コ トヲ示 ス ニ止 メ ルレ。何 時 モ喀 疾 中 二 結 核 薗 陰性

デ ア ルレ場 合 ニ ハ、 コ ノ非 特 異 性 ノ攣 化 ハ 第 一 次 的 ノ

モ ノデ ア ルレカ、叉 ハ第 二 次 的 二現 在 治癒 シテ ヲ ルレ結 核

病 竈 二績 イテ起 ツ タ モ ノデ アルレカ バ 臨 休 的 ニ ハ更 二

匠 別 出來 ナ イ。コ ノ決 定 ハ病 理學 者 ノ ミヨ クス ルレ所 デ

ア ルレ。

實 地 診 療 上 ノ立場 カ ラ夏 二次群 ヲ基 ゲルレ。

IV、(a)老 人 ニ ナ ッ テ カ ラ始 メテ結 核 症 が 機 現 ス ルレ

場 合 。(b)古 イ結 核 が再 燃 ス ルレ場 合 。(c)臨 脈 上 ノ推

測 二反 シテ剖 槍 上 結 核 症 が詮 明 サ レルレ揚 合。

老 人 ノ治 癒 セ ルレ結 核 症 ヲ正 確 二鑑 別 ス ルレコ ト ハ 極 メ

テ重 要 ナ コ トデ アルレ。老 人 ノ結 核 症 モ 「レ ン トゲ ンJ並

二臨1休上 デ ハ普 逼 ノ結 核 症 ト大 盟 同 ジデ アルレが、臨1沐

上 結 核 ト見 ユ ルレモ ノ ガ線 テ老人 ノ 結 核 デ ア ルレトハ噺

言 出來 ナ イ。総 テ ノ場 合 二極 メ テ嚴 密 ナ ルレ細 菌 學 的検

査 ヲ施 行 ス ルレ必 要 が ア ルレ。叉 一 見 氣 管枝 加 答 見 ノ如 ク,

見 ユ ルレカ ラ ト云 ッ テ細 菌 検 査 ヲ怠 ソ テ ハ ナ ラナ イ。何

時 結 核 二罹 リ、何 時治 癒 シタ カ トイフ 剃 断 モ仲 難々 シ

イ。正 確 二 診噺 ス ルレニ就 テ第 一 二重 要 ナ ルレ・・結 核 菌 ノ

詮 明 デ ア ルレコ トハ論 ヲ侯 タ ナ イ。胸 部 及 「レ ン トゲ ン」

所 見 二就 イテ ・・其 便 値 ノ批 剣 ヲ 誤 ラ ヌ様特 二注 意 ヲ

要 ス ルレ。叉 「レン トゲ ン」學 及 病 理解 剖學 上特 異 性 及 非

特 異 性 攣 化 ノ鑑 別、病 竈 ノ型 、新 古 、及 治 癒 ノ有 無 等 二
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就 キ テ モ其 批 剣 愼 重 ニ セ 子 バ ナ ラナ イ。'

上 述 ノ4群 ノ各 く二就 キ著 者 等 ハ正 確 二 診 噺 セルレ實

例 ヲ墾 ゲ且 診 断 上 ノ注 意 ヲ述 ベ タ ノデ ア ルレ。

要 ス ルレニ、(1)老 年 ノ結 核 ハ治 癒 シ得 ルレモ ノデ ァ リ、

(2)ズ ツ ト以 前 治癒 シタ結核 症 ノ上 二 非 特 異 性 二起

ッ テ來 タ結 核 症 類 似 ノ肺 疾 患 ガ ア ルレ当 ト、或 ハ(3)以

前 二結 核 症 ヲ経 過 セ ザ ルレモ ノ ニ結核 症 類 以 ノ 肺 疾 患

ガ來 ルレ場 合 が ア ルレコ トヲ謹 明 ンタ が、是 等 ノ事 ハ決 シ

テ相 矛 盾 ス ルレモ ノデ ハ ナ イ。著 者 等 ハ老 人 虹 二共 他 ノ

年 齢 ノ人 二古 イ治 癒 シタ結 核 症 ガ再 燃 シ、或 ハ叉 他 ノ

場 合 ニ ハ老 人 二肺 結 核 症 ガ 新 ラタ ニ 獲病 セルレモ ノ ヲ

見 テ ヲ ルレ。是 等 ノ現 象 ハ種 々ナ形 ヲ取 ツ テ現 ハ ルレ・ノ

デ ア ルレが、結 局 精 密 ナ ルレ臨 躰 的、 「レ ン トゲ ソ」學 的及

細 薗 學 的 検 査 ニ ヨツ テ正 確 二認 識 シ得 ルレ コ トヲ著 者

等 ノ観 察 ハ示 シテ ヲ ルレ。時 二稀 ニ ハ治 癒 シ タルレ結 核 ダ

ト誤 診 シ、剖 楡 上 然 ラザ ルレコ トガ解 ツ タ例 モ アルレコ ト

ヲ述 べ テ置 ク必 要 が ア ルレ。斯 ルレ明 ナ誤 診 がア ァレヵ ラ ト

云 ッ テ、決 シテ老 人 結 核 症 ノ治 癒 ヲ否定 ヌ ルレコ トハ 出

來 ナ イ。(中 野 抄)

M廿nchen諸 大 學 二於 ケ ル第 三年 度 義 務 的 胸 廓 透

覗

B.Kattentidt:DasdritteJahrPflicht-Thoraxdurch-

1euchtungandenMUnchenerHochschulen.

著 者 ハ先 ヅ初 メ ニ、義 務 的 二學 生 ノ胸 廓透 覗 ヲ行 フ コ

トノ如 何 二必 要 ナ ルレカ ヲ強 調 ン、ぢ蜀逸 國 内 外 二 於 ケ ルレ

順 列 透 硯 法(Reihendurchleuchtungsmethode)二 就 テ

報 告 シテ ヲルレ。

次 二MUnchen二 於 テ約16000名 ノ透 覗 ヲ 行 ヘ ルレ結

果 ヲ報 告 シ、 之 トJena,Hannover,Lemberg等 ノ最

近 ノ結 果 ト比 較 セ リ。而 シテ是 等 ト種 々 ノ鮎 二於 テ所

見 二差 異 ノア ルレノハ注 目二値 ス ルレ。 昭

前 年 二比 シテ所 見頻 度 が低 下 シ タ トモ考 ヘ ラ レ ヌ、寧

ロ培 加 シタ ト思 バ レルレ。透 覗 ヲ行 ツ タ人 蓮 ノ内 デ 、後

ニ ナ ツ テ結 核 症 ガ起 ッテ來 タ揚 合 ノ統 計 ハ 以 前 カ ラ

調 ベ テ ヲルレガ、之 モ爾 纏績 シテ ヤ ツ テ ヲ ルレ。

統 計 ヲ トルレ上 二於 テ疫 學 的 ノ 關 係 ヲ考 慮 ス ルレコ トモ

必 要 デ アルレノハ以 前 ノ報 告 ニ モ ァ ルレ通 リデ ァルレ。薯 者

等 ノ調 査 ニ ゴ レバ果 ン テ結 核 症 頻 度 ノ頂 鮎 ガ25歳 以

前 ニア ルレカ何 ウ カバ疑 ハ シイ様 二思 バ レルレ。之 レニ野

シテ ハ 順 列 透 親 二及 ボ ス四 季 ノ影響 トイ フ モ ノが 關

係 シテ ヲルレ。(中 野 抄)

Lw6w大 學 二於 ケ ル1930年 順 列 診 断 ル結 果
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Z・ 〈Czezowska,W.GrabowskiundS .Hornung:

ErgebinssederReihenuntersuchungenanderUniv-

ersit6tinLw6wimJahre」1930 .

健 康 診 断 上 「レ ノ トゲ 乳1診 噺 殊 二順 列 診 噺(Reihenu-

ntersuchnng)ノ 必 要 ヲ力説 シ、1930年Lwδw大 學 二

於 ケ ルレ診 査 ノ結 果 ヲ報 告 ス ルレ。 之 ヲ総 括 ス レバ、

(1)、 大學r學{手1930/31カ ラ ノ・Lw6w/Johann-

Kasimir大 學 二學 バ ン トス ルレ學 生 ・・ス ベ テ讐 師 ノ診

察(義 務 的診 察)ヲ 受 ヶ 子 バ ナ ラ ヌ。 傳 染 可 能 ノ肺結 核

症 患 者 ハ入 學 ヲ許 可 サ レヌ コ トニ ナ ツ タ.

(2)、 義 務 的診 察 ハ 内科 的診 察 ノ他 二、「レン トゲ ン」

透硯 、 場 合 ニ ョ リ「レ ン トゲ ン」撮 影 及 盟 温測 定 ヲ 行

フ。其 他 必 要 ノ場 合 ニ ハ喀 疾 ノ結 核 薗 槍 査 、 血 液 沈 降

反 磨 及 他 ノ補 肋 的 診 噺 法 ヲ モ行 フ。

(3)、3005名(男2089名 、 女916名)ガ6名 ノ内 科 馨

師1・4名 ノ「vン ・トゲ ン」專 門 讐 師 ニ ヨ リ13日 間 二診

察 サ レタ。治 療 ヲ要 ス ルレ結 核 性 攣 化(第1群)カ"1.69

%、 経 過 ヲ槻 察 ス ベ キ モ ノ(第2群)5.5%、 全 治 セ ルレ

結核 症(第3群)13。9%デ ア ルレ。 入 學 出來 ナ カッ タ モ

ノ ハ35名 デ、 志 願 者 ノ1.1%二 當 ルレ。

(4)、 年 齢 ニ ヨ ツ テ、治 療 ヲ要 ス ルレ結 核 症 及 監硯 ヲ要

ス ルレ場 合頻 度 ハ匠 々デ ア ル。第1群 ノ結 核 性 攣 化 バー

般 二18歳 カラ30歳 マ デ ノ間 二 〇.79%カ ラ2.8%二
　

マ デ段 々 二増 加 シテ來 テ ヰ ルレ。 第2群 二於 テ ノ・18歳

カ ラ23歳 マ デ増 加 シ、共 後 ・・可 ナ リ急 激 二減 少 ス ルレ。

(5)、 大 多 敷 ノ場 合 二於 テ ・・第1群 及 第2群 二於 ケ

ルレ如 キ憂 化(屡 く非 常 二擾 大 シ テ ヲルレコ トモ ア ルレ)ガ認

メ ラ レルレガ、シ カ シ當 人 自均 ・・自分 ノ病 氣 二就 イ テ少

ンモ 自魔 シテ ヲ ラナ イ。 多 ク ノ場 合 二於 テ 「レ ン トゲ

ン」診 噺 ノ結 果 ハ、 打 診 聴 診 デ列 明 ンナ イ襟 ナ攣 化 ヲ

モ認 メ ルレ コ ト ガ 出來 ルレ(TuberkulosisinapPercepta)

〔Braeuning〕 。

(6)、 義 務 的 診 察 ノ・、Hochschuleノ 範 園 デ結 核 ノ健

康相 談 二於 ケ ルレ最 重 要 ナ ルレ豫 防 法 ノー デ ア ルレ、即 結核

撲 滅 ノ圭 ナ ルレ要 求 ヲ満 タス モ ノデ ア ルレ。

(a)之 二依 ソ テ傳 染 源 ヲ除 去 ス ルレコ トガ 出來 ルレ。

(b)肺 結 核 症 ノ早 期 型 ヲ時 期 ヲ 失 セ ズ ニ獲 見 ス ルレコ

トヲ得 ルレ結 果 、今 迄 周 園 二直接 ノ危 瞼 ヲ及 ボ サ ナ イ ダ

ラ ウ1・4フ 見込 デ勉 學 ヲ許 可 シテ來 タ學 生 ヲ 直 二結

核 相 談 所 ノ纏 績 的保 護 ノ下 二移 ス ルレコlrガ 出來 ルレ。

(7)、 杜 會 的結 核 撲 滅 二 關 心 ヲ有 ス ルレ立 場 カ ラ見 テ、

種 々 ノ病 期 ニア ルレ傳染 力 ヲ持 ツ結 核 症 患 者 ヲ 號 見ス
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ルレ様 二努 メ 子バ ナ ラ ヌ、而 シテ之 二向 ソテ ・・最 近 ノ診

噺 法 ヲ用 ヒ、18歳 乃 至25歳 ノ外 見上 ノ健 康者 二順列

透 頑1法(Reihendurchleuchtung)ヲ 行 フ コ トが必 要 デ ア

ルレ。コ ノ合 理 的 ノ方 法 完 成 ノ可 能 ナ ルレコ ノ、及 順列 透

覗 が如 何 二大 ナ ルレ債 値 ヲ 有 ス ルレカ ヲ コ ノ論 文 ハ 示 ス

モ ノデ ア ルレ。(中 野 抄)

實 行 セ ル新 肺結 核 現 在 統 計

(1930/31年Grossberlinノ 計 書)

MaxDugge:DieneueTuberkulosebestandstatistik

(GrossberlinerEntwurtvon1930/31)inderPraxis.

Grossberlinノ 結 核 豫 防 二關 シテ市 盤 聯 合 統 計 委 員會

ハ結核 相談 所 ノ1930/31年 現 在統 計 、 計書 ヲ作 リ上 ゲ

タ.コ ノ目 的 ハ相談 所 ノ多 ク ノ材 料 ヲ出來 ルレダケ有 意

義 二批 剣 セ ン がタ メ デ ア ルレ。 コ ノ計 垂 ノ詳 細 ・・Glo9・

anerがZeitschriftBd.60.H.4.1931.S.326二 載

セ テ ア ルレ報 告 二譲 ルレ。

統 計 上 ノ問題 ヲ廣 範 二且 詳 細 二 調 査 ス ルレ トイ フ コ ト

・・、健 康 相談 所 ノ仕事 が過 重 ニ ナ ルレ トイ フ意 味 デ從 來

ア マ リ好 マ レナ カ ツタ ノデ アルレ。 カ ・ ルレ把 憂 ヲー掃

ン、 コ ノ優 秀 ナ ルレ計 湛 ヲ 普 及 サ セ ル爲 メ、1931年

Steglitzニ テ爲 シタルレ統 計 ノ仕 事 ヲ報 告 ス ルレ。著 者 等

・・1931年Berlin・Steglitz二 於 テ貧 弱 ナルレ勢働 力(住

民110000名 、 女 子 相 談 所 員2名 、 書 記 無 シ)ニ テ働

キ、Berlin計 書 ニ ヨルレ結 核 統計 完 成 ノ可 能 ナ ルレコ ト

ヲ立詮 シタ、而 モ夫 ニ ョツ テ相談 所 ノ仕事 ガ培 シタ課

デ モ ナ ク、叉 ソ ノ本 來 ノ仕 事 ノ邪 魔 ニ ナルレトイ フ コ ト

モ ナ カツ タ。 統 計 作 製 ノ要 領 ハ 毎 日 ノ 表(面 會 時 間

表)ヲ コノ 目的 二適 合 ス ルレ様 二作 ルレコ トデ アルレ。 實際

上 ノ立場 カラ考 ヘ テBerlin計 誰(Gloganer報 告)ノ

標 題 ヲ 多 少 攣 更 シ、 之 二從 ツ テ著 者 等 ノ面 會 時 間 表

ヲ作 ツ タ。之 ニ ヨ リ仕 事 が易 ク且組 織 的 二出 來 ルレヤ ウ

ニ ナ ソ タ^

表 二就 テ注 意 ス 可 キ鮎 ラ述 ブ レバ先 ヅ(1)新 來 表(2)

塵 理 濟 表(3)所 謂 診 噺 範 夏 表 二大 別 ス ルレ。 著 者 ハ2表

ヲ掲 ゲ テ之 二就 イ テ詳 細設 明 シテ ヲルレ。共 中 ノ要 黒占ヲ

拾 ツ テ見 レバ、新 來 中 ノ開 放 性 結核 及 傳 染 力 ア ル患 者

ノ家 族 中 ヨ リ開 放 性 及 傳 染 力 ア ルレ患 者 ノ登 見、健 康 相

談 所 二來 ナ イ保 菌 者、要 監 覗 者、開放 性 結 核 ノ培 加 率 、

治 癒 者 輕 快 者 、 無 菌 者 、傳 染 力 無 キ者 等 ノ塵 理 記 入 方

法 デ ア ルレ。 叉 他 ノ相談 所 ト比 較 ス ルレノモ ヨ イ事 デ ア

ルレ。更 二 「ソ ベ ルレク リ ン]陽 性 、 陰 性 者 、 過 勢 及 接 鯛 等

ノ事 ヲ如 何 二取 扱 フ カモ大 切 ノ 問題 デ ア ルレ。カ ウ イフ
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風 二組 織 立 ツ テ多 ク ノ相 談 所 ガ仕 事 ヲス レバ、從 來 議

論 ノ多 カツ タ且 ツ實 際 上 最 モ重 要 ナ ルレ事 柄 帥 結 核 症

ノ登 生 トイ フ問題 ノ解 決 二大 キナ 寄 與 ヲ ス ルレコ トニ

ナ ルレデ ア ラ ウ。

1930/31年Berlin統 計 計 書 及Berlin・Steglitz二 於 ケ

ルレ最 初 ノ施 行 ハ 、如 何 ニ セ バ健 康 相談 所 ノ無 数 ノ材 料

ヲ從 來 ヨ リモ ー 層 ヨ ク礎 理 シ且 十 分 二 批 剣 ス ルレコ ト

ガ 出i來ルレカ ヲ敏 フルレモ ノデ ア ルレ。

要 之 、Berlin・Stegliz(1931)ノ 結 核 現 在 統 計 ・・Berlin

統 計計 鑑(1930)實 行 ノ結 果 デ ア ッ テ、 之 ノ計 書 ノ有 利

ナ ルレコ トヲ示 シテ ヲ ルレ。カ ・ルレ徹 底 セルレ現 在 統 計 作 製

モ、ヨ ク工 夫 シテ仕 事 ス レバ、 案 外 過 勢 トナ ラズ シテ

途 行 ン得 ルレモ ノ デ ア ルレ トイ フ コ トヲ特 二 並 二述 ブルレ

i欠第 デ アルレ。(中 野抄)

雨側 部 分 的 胸 廓整 形 術 ニ テ治 療 セ ル1例

Johs.Gravesen:Einmitdoppelseitigerpartieller

ThorakoplastikbehandelterFal1

近 來 数 多 ノ臨 躰 経 験 ハ、適 當 ナ ルレ例 二 於 テ ハ 雨側 撰 澤

的胸 廓整 形 術 ノ實 行 ノ可 能 ナ ルレコ ト ヲ 考 ヘ シメ ルレ様

ニ ナ ツテ 來 タ。 從 來 ノ文 厭 ニ コ ノ手 術 ガ危 瞼 親 サ レ

テ ヲ ル原 因 モ、最 近 ノ進 歩 ニ ゴツ テ 除 ク事 が出來 ルレ標

ニナ ソ タ。之 ノ危 瞼 ノ原 因 トシテ 考 ヘ ラ レテ ヲルレモ ノ

ガ ア ルレ。第1ハ 十 分 二 上葉 ヲ萎 縮 セ シ メ得 ルレカ何 ウ カ

〉 イフ事 。第2ハ コ ノ虚 睨 セ ルレ上葉 カ ラ下部 二 吸 引 サ

レルレ様 ナ コ トハ無 イ カ トイ フ事 デ ア ルレ。前 者 ハ技 術 上

ノ進 歩 ニ ヨ リ、肺 尖 二空 洞 ア ルレ場 合 モ之 ヲ徹 底 的 二萎

縮 セ ン メ得 ルレヤ ウニ ナ リ、叉 後 者 ・・麻 酔 技術 ノ進 歩 即

ミ蔓潤 及 傳 達 麻 酔 二飛 子 テ行 フAether麻 酵 ヲ輕 ク行

ツ テ咳 漱 反 射 ニ ヨル疾 喀 出作 用 ヲ 礎 シテ ヲク コ トニ

ヨ ッ テ之 ヲ防 ギ得 ルレ/デ ア ルレ。 カ ク胸 廓整 形 術 ヲ選

揮 的 二行 ッ テ モ ソ ノ敷 力 ヲ減 殺 サ ルレ ・コ トナ 久 叉 全

整 形 術 二於 ケ ルレヨ リモ吸 引 ノ場 合 が 多 ク ナ ルレ トイ フ

様 ナ憂 モ無 ナ イ ノデ ア ルレ。 雨側 肺 尖 二境 界 ヲ有 ス ルレ

空 洞 ア リ而 モ 雨側 癒 著 ノタ メ 人 工氣 胸 療 法 失 敗 二終

ルレ如 キ場 合 ハ 雨側 胸 廓整 形 術 ヲ考 フ可 キデ アルレ。

著 者 ハVejlefjord療 養所 二於 テ雨 肺 尖 二空 洞 ヲ有 ン

癒 著 ノタ メ 雨 側共 人 工氣 胸不 可能 ナ ルレ 患 者 二雨 側部

分 的胸 廓 整 形 術 ヲ施 シ、熱 、 喀 疾 其 他 全 勇 症 状 二於 テ

極 メ テ好 結 果 ヲ得 タ例 ヲ報告 シ、而 シテ雨 側 空 洞性 肺

尖 結 核 ゴ 向 ッ テ 雨 側 肺 尖 胸 廓 整 形 術 施 行 可 ナ リ ト結

論 シテ ヲルレ。(中 野 抄)

結 核 脈t會 経 濟

A.Hofbauer・Flatzeck:TuberkuloseundSozialwirt

schaft.

從 來 貧 民 階 級 二結 核 死 亡 卒 ノ多 イ ノハ 、貧 困 トイ フ批

會 的 因子 二 由 ルレモ ノデ アルレ トイ フ考 へ が多 カ ツタ。帥

貧 ト病 トヲ離 レ難 イー ツ ノモ ノ トシテ 取 扱 ツ テ ヲツ

タ 〉デ ア ルレ。ソ コデ近 來 結核 死 亡 卒 ノ減 少 セ ルレハ、 コ

ノ貧 民 階 級 ノ経 濟 状 態 ガ 幾 分改 善 ザ レテ 來 タ爲 デ ア

ルレ トイフ人 モ ア ルレ。著 者 ハ貧 ト結 核 トヲー緒 二考 ヘ ルレ

コ トニ反 封 ス ルレ。貧 民 階 級 ノ終 濟 状 態 ハ攣 ラ ヌ ガ、 ン

カ シ結 核 死 亡 率 ハ減 少 シテ來 タ。貧 民 階 級 デ モ結 核 感

染 機 會 二遠 ザ カツ テ ヲ ラルレルレト イフ様 ナ肚 會 状 態 ガ濁

逸 ニ モ㌔ ツ テ來 タ。 之 即 著 者 ノ定 義 二從 ヘ バ 『貧 ト結

核 死 亡 傘 ノ分 離 』デ ア ルレ。 更 二廣 義 二 云 ヘ バ、『経 濟 状

態 ト健 康 状 態 ノ分 離 』及 『結 核 症 ノ範 圃 デ ノ階 級 調和 』

デ ア ルレ(,,DissoziationvohArmutundTuberkuloses・

terblichkeit"oderallgemeiner:,,Dissoziationvon

WirtschaftlicherLageundGesundheitsstand"und

,,KlassenausgleichaufdemGebietederTuberkul・

ose'》 。多 ク ノ人 ノ考 トハ種 々 ノ意 味 デ異 ツ テ ヲルレガ、

著 者 ノ コ ノ考 へ 方 デ 行 ク1・、コ ノ窮 乏 時 ニ モ結 核 ノ豫

後 ヲ良 好 二導 ク コ トガ出來 ルレノ デ ア ルレ。一 方 叉 貧 窮 二

苦 ンデ ヲ ルレ國 民 ノ結 核 ノ経 過 ノ 良 好 トナ ルレトイ フ コ

1・ガ帥 著 者 ノ意 見 ノ正 シイ コ1・ ヲ示 ス モ ノデ ア ルレ。

(中 野 抄)

ZeitschriftfUrTuberkuloseBd.66,H.2,1932.

経 口 的 刺 戟 療 法 ル問 題 二 就 キ テ

入 院 患 者 二 封 ス ルレThanatophthisinノ 経 口 的 投 與 二 關

ヌ ルレ臨 林 的 観 察 及 ビ経 験 。

Ed.Hager,undF.Langebeckmann:ZurFrage

derperoralenReiztherapie.KlinischeBeobachtungen

undErfahrungenanHeilstattenpatientenmitThan・

atophthisinperos。

入 院 患 者 二Thanatophthisinノ 経 口的投 與 二依 ルレ治

療 ノ結 果 氏 等 ハ次 ノ如 キ臨 鉢 経 験 ヲ 得 タ リ ト帥 チ此

ノ製 剤 ハ全 クー 種 ノ刺 戟 刺 ニ ンテ 何 レノ 例 二就 キ テ

モ短 時 日 ノ間 二好 果 ガ見 ラvル レ即 チ 臓 器 二i封 ンー 種

ノ新 ジキ刺 戟 トナ リ之 レガ 防禦 力 ヲ鼓 舞 ス ルレニ至 ルレ
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モ ノナ リ。刺 戟 作 用 二就 キテ ハ 或'レ特 殊 ノ刺 戟 要 素 二

依 リ決 定 サ ルレ ・モ ノナ ルレカ或 ハ他 二 非 特 異 性 ノ要 件

ヲ多 分 二考 フベ キ モ ノナ ルレカバ今 日 ノ塵 爾 詳 デ ナ イ。

(相 澤 抄)

経 口的 投 與 二依 ルThanatophthisinル 作 用 二就

キ テ

Harms,ch。,undMerkel:OberdieWirkungPeror・

alerGabenvonThanatophthisin.

19例 ノ開 放 性 肺 結 核 症 二特 二 経 口的 二用 ヒタ ルレ結 果

Thanatophthisinハ 極 少用 量 ニテ維1」 的 二結 核 ノ治 療

刺 ト シテ用 ヒテ無 害 ナ リ。治 数 作用 二就 キテ ハ大 ンテ

観 察 シ得 ベ カ ラザ リ ンモ喀 血 ノ 素 質 アルレモ ノハ ヨク

ナ イ。(相 澤 抄)

外 科 的 結 核 二封 ス ル 「カ タ ルサ シ」療 法 ル経 験

Dumont,FritzL:ErfahrungenmitCatalsanbehand-

1ungbeichirurgisischerTuberkulose.

Catalsanヲ33例 ノ骨 及 關 節結 核 二鷹用 セ ルレ報 告 ナ リ

共 ノ中11例 ハ何 レモ重 症 例 トナ リ シタ メ短 期 間 ニテ

中止 セ リ、3例 ハ 「カタ ルレサ ン」二堪 へ難 ク直 二病 状 悪

化 セルレタ メ停 止 セ ザ ルレヲ得 ナ カ ツ タ。2例 ハ熱 獲 セ ルレ

悪 影響 ・・ナ カ ツタ 他 ノ例 二 於 テ ・・何 ン モ何 等 大 シタ

数 果 ハ認 メ ラ レナ カ ツ タ。兎 二角 一 般 二似 合 ノ結 核 治

療 剤 トシ テ考 ヘ テ差 支 ヘ ナ イ ガ 爾 多 ク ノ追 試 ヲ必 要
コ

ト思 バ レル ト云 フ。(相 澤 抄)

肺 結 核 二封 ス ル血 中 「リパ ー ゼ」トル關 係

Wallner,Hans.:DieBeziehungenderBlutlipasen

zurLungentuberkulose.

(1)、250例 ノ肺 結 核 症 二 於 ケ ルレ血 清 「リパ ー ゼ」量 ヲ

検 査 シテ次 ノ如 キ結果 ヲ攻 メ タ リ・。

1)肺 結核 二封 ス ルレ血 清 「リパー ゼ」ノ合 法 ナ ルレ 作 用

態 度 ハ病 理 解 剖 ノ性 質 二關係 シ 病 機 ノ振 リハ確 メ 得

ラ レヌ ガ人 膿 二封 ス ルレ感 染 作 用1・結 ビ 付 ケ ルレニ・・間

接 二關係 ヲ及 ボ ス。

2)大 盟 二於 テ血 液 中 ノ「リ7・・一一le.」ノ 含有t!il:ハ禮 重

ノ關係 トZF行 シ即 チ均 禮 ノ脂 肪 含有 量 二 反 射 ス ルレト

コ巽ヘ ルレ0

3)肺 結 核 症 二於 ケ ルレ「リ/Na-kN」 ノ債 値 ハ 印 チ個 性

的膣 質 ノ素 質 因 ト臓 器 ノ感 染 二i封 スルレー 般 作 用 トノ

影響 ヲ與 ヘ ル ト云 フニ 要 件 ヲ知 ルレ。

4)Ronamichaelis氏 ノTributyrinmethode二 俵 ルレ

「リパ ー ゼ」測 定 ハ肺 患 者 ノ 快 癒 力 ニー ツ ノ暗 示 ヲ與

ヘ ルレモ ノデ ア ルレ ト云 フ ニ事 丈 ケ ハ意 味 付 ケ ラ レ叉 同

録 881

時 二臓 器 ノ感 染 二封 ス ルレ反 磨 力 ヲ観 察 ス ルレ計 測 法 ト

シテ ハ債 値 が アルレモ ノ ト思 フ。

(皿)、 肺結 核 ト血 中 「リパ ー ゼ」 ト ノ 關 係 二關 ス ルレ研

究 二封 シテハ モ ツ ト特 殊 ノ 脂肪 分 解 酵素 ヲ分 析 化學

的 二検査 セ 子バ大 イナ ルレ結 果 ハ得 ラ レ ヌ。(相 澤 抄)

胸 部聴 診 法 及 ビ胸 廓 嶢 灼 術 二就 キ テ

G6dde,H.,UberThorakoskopieundThorakokaus-

tik.

147例 ノThorakoskopie及118例 ノThorakokaustik

ヲ施 行 シ其 ノ経 験 ヨ リ ン テ技 術 、 適 鷹 症 及 結 果 二就

テ述 べ 而 シテ病 院 二 入 院 中 ノ相 當 困 難 ナ ルレ重 症 患 者

ニ モ非 常 ナ ルレ進 歩 伸 展 ヲ 期 待 シ得 ルレモ ノ ナ リ1・云 フ。

(相 澤 抄)

結 核 菌 株 二展 ス ル 多獲 性 關 節炎 ル血 液 中 二 於 ケ

ル毒 力 試 験

Torri,GianCarlo:VirulenzprUfungausdemBlute

,vonPolyarthritisfallengeztichteterTuberkulosesta・

mme.

1)、10例 ノ多 聚 性 關 節 炎 ノ血 液 カ ラ分 離 セ ルレ内9例

ハ 「モ ルレモッ1・」二病 的 二 感 作 セ リ、 但 シ第10號 株 ハ

「モ ルレモット」ニ ハ非 病 原 性 ナ リ シモ之 レニ反 シ家 兎 及

ビ鶏 ニ ハ高 度 病 原 的 二感 作 セ リ。

2)、7種 ハ家 兎 二i封 シ テ病 的 二感 作 シ此 ノ中2例 ハ

確 實 二鳥 型結 核 デ ア ツ タ家 鶏 二封 シテハ 只2株 ノ ミ

病 的 二感 作 セ リ。3種 ノ人 型 株 ハ 家 兎 ノ ミナ ラズ家 鶏

ニ モ8ケ 月 モ観 察 シタ ガ何 等病 的 現 象 ヲ 現 ハ サ ナ カ

ツタの

3)レ ウエ ンス タ イ ン氏 培 養 方 法 ノ ミノ・ヨク 結 核 菌

ノ頻 度 二就 キ解 決 ヲ與 ヘ タ リ。沈 渣 物 ノ染 色 ・・陰 陽共

二最 大 ノ注 意 ヲ行 ツ タ。

動 物 試 験 ・・全 血 液 ヲ以 テ セルレバ カ リ デ ナ ク洗潅 セ ルレ

沈 渣 物 ヲ以 テ モ ナ シ タ。動 物 ハ長 期 間観 察 サ レナ ケ レ

バ ナ ラ ナ イ。培 養 法 モ動物 試験 以 上 ノ熟 考 ヲ要 シ即 手

時 間 的如 何 ニ ョ リ陽性 傘 二關 係 ヲ及 ボス モ ノデ ア ルレ。

要 ス ルレニ結 核 菌 血 症 「Tuberkelbacillamie)1・ 多 駿 性 關

節 炎 ノ際 ノ臨 林 症 状 ト ノ間 一 於 ケ ルレ關 係 二就 キ テ之

ヲ明 カニ セ ンニ ハ爾 多 数 ノ検 索 ヲ必 要 トス 可 ン。

(相 澤 抄)

肋 膜 石 次 化 ル疑 義 二就 テ

Odessky,1.undI.Klioner:ZurFragederPleura-

verkalkung.

「カ ルレシウ ム」・・人 艦 二 必 要飲 ク可 ラザ ルレ要 素 ニ シテ
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通 常 骨 二多 ク之 ヲ見 ルレガ爾 、組 織 、血 液 、淋 巴 液 中 ニ モ

之 ヲ存 シ病 理 的機 輔 ノ結 果 「カルレシ ウ ムィ ナ ン」 ガ障

碍 ヲ受 ケ 「カルレク」璽 ノ畝 損 ヲ來 シ諸種 ノ糸趾織 二 沈 著

ヲ來 ス。如 斯 意 味 合 二於 テ肋 膜 ニ モ石 灰 沈 著 ヲ來 ス モ

ノ ト見 ルレヲ得 ベ ク是 等肋 膜 石 灰 化 ハ 、「レ ン トゲ ン」像

二依 リテ ノ ミ獲 見 シ得 ルレナ リ。胸 部透 覗 ノ際 偶 然 獲 見

ス ルレ場 合 多 ク然 カモ之 レノ・他 二何 等 ノ 障 碍 ヲモ引 起

サ ヌモ ノデ ア ルレ。肋 膜 石 灰 化 ノ病 理解 剖 的 所 見 ハ鯨 程

以 前 ヨ リ知 ラ レタ レ ドモ「レ ン トグ ン」學 的 研 究 ハ最 近

10年 間 二知 ラ レテ來 タ モ ノデ殊 二此 ノ2ク 年 間 二於

テ ハ肋 膜 二於 ケ ルレ石 灰 沈 著 二 就 テ諸 種 ノ分 類 ヲ明 カ

ニ シ之 レニ興 味 ヲ向 ケ ラ レルレ様 ニ ナ ッ タ。Endresハ

肋 膜 石 灰 化 ヲCalculosispleuraeトCalcificatiopleurae

/2種 二分 ケ テ ヰ ルレ。前 者 ハ非 常 二稀 デ アルレガ、後 者 ・・

今 迄 二屡 ζ観 察 サvテ ヰルレ。 氏 等 ・・即 チ13例 二就 キ

テ 「レ ン トゲ ン」爲 眞 ヲ添 へ 詳 述 セ リ。 而 シテ 最 後 二

氏 等 ハ吾 人 ノ知 見 二於 テハ 石灰 沈 著 形 成 ハ 今 日迄 爾

誠 二不 充 分 デ ア ルレ。即 此 ノ問 題 ノ推 移 二關 シテ ・・爾 疑

義 多 ク他 日 二研 究 サ ルレベ キ モ ノ ガ多 々ア ルレ ト云 ヘ リ。

(相 澤 抄)

肺結 核 症 二於 ケ ル皮 虐 血 管 墜 ル楡 査

Babarczy,Mariev.:Untersuchungentiberden

Hautgefa6druckbeiLungentuberkulose.

結 核 二i封ス ルレ皮 膚 試 験 ノ研 究 ハ 大 分 以 前 カ ラ行 ハ レ

タ レ ドモ最 近 新 二債 値 ア ルレモ ノ デ ア ルレ ト 認 識 サ ルレルレ

ニ至 リ、 慢 性 硬 結性 結核 症 二際 ン テ ハ所 謂 皮 膚 ノ創

白、乾 燥 ヲ覗 診 シ得 ルレ事 ノ・巳 二行 ・・レタ リ。 皮 膚 ハ総

ベ テ ノ臓 器 ノ 「ア レルレギー一一jノ 確 カナ ルレ模 鴇 ヲ如 實 二

表 ハ ス モ ノデ ア ルレ、帥 チ是 等 ノ理 由 カ ラ ンテ氏 ハ健 康

相 談 所 ノ患 者 二就 キ テHerzo9氏 ノ方法 二依 ツ テ皮

膚 血 管 踵 測 定 ヲ施 行 セ リ、而 シテ 是等 ノ患 者 ヲ次 ノ部

二分 類 シ帥 チ、第 一 群 ハ硬 結 型 ノモ ノ第 二 群 ハ滲 出型 、

第 二 群 ハ混 合 型 ニ シ テ 被 検 患 者ハ以 下 ノ症 状 ナ キ コ ト

ニ注 意 ヲ捌iヒ タ リ「バ セ ドウ氏病 、循 環 系統 不 全 、腎 臓

疾 患 、 或 ハ動 脈 硬 化 症 」帥 チ是 レ等 ノ疾 患 ハ皮 膚 血 管

瞳 二影響 ヲ及 ボ シ全 禮 ノ結 果 ヲ悪 クス ルレ恐 ア リ。計 測

二際 シ テハ 豫 メ 患 者 ヲ安静 二保 タ シ メ 爾 ホ何 時 モ室

温 ヲ同 等 ニ ナ ン患 者 ノ腕 ヲ机 ノ上 二心 臓 位 二 置 キ テ

測 定 セ リ。第 一群 二於 テ ハ 上 界 ハ多 少 上 昇 ス ルレカ或 ハ

大 盟 正 常 ナ リ、只1例 ノ ミ不 整 ノ モ ノ ア リタ リ。 第 二

群 二於 テ ハ下 降 セ ルレ如 ク観 ラvタ23例 ノ・下 界 ノ正

常 位 以 下 ノモ ノ モ ア リタ リ。第 三 群 ハ第 一 第 二 群 ノ雨

者 ノ中 間値 ヲ示 セ リ。肺 結 核 症 ノ診 蜥 虹 ビ ニ豫 後 ノ決

定 或 ハ 個 々 ノ例 ノ治療 ノ適 磨 症 ヲ決 定 ス ルレ ニ 際 シテ

ノ・吾 人 ・・次 ノ三 要 素 ヲ墾 ゲ得 ルレ、1)dieAktivitat2)

dieAusbreitung.3)dieQualitatdesProzesses之

1/部 チ、Zirrhotischer,proliferativeroderexsudative

Charakterヲ 決 定 ス ルレモ ノデ ア ルレ。病 勢 元 進 ノ性 獣 ヲ

決 定 ス ルレハ結 構 容 易 デ ノ・ナ イ、殊 二極 ク初 期 ノ病 状 ノ・

場 合 ニ ノ・理 學 的 ニ モ 「レ ン1・ゲ ン」 的 ニモ ナ カナ カ容

易 デ ハ ナ イ臨 肱 的 二本 検 査 ノ 意 義 ノ深 イ事 ハ 帥 チ肺

ノ充 進 状 態 ヲ識 別 ス ルレニ殊 二滲 出性 ノモ ノ ヲ猶 見 ス

ルレ場 合 二大 イ ニ援 トナ ルレト云 フ。(相 澤 抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVo1.XXVIII.No.2.Aug.1933.

肺 結 核 二於 ケ ル 雨側 横 隔 膜 神 経 撚 除

H.Schwatt,BilateralPhrenicExairesisinPulmo.

naryTuberculosis.ReportofaCase.

雨側 横 隔膜 紳 経 遮 噺 特 二根 本 的 手術 ニ ヨ リ雨 側 横 隔

膜 ヲ全 部 永 久 的 二庶 癖 セ シメ ルレ事 ハ 雨 側 性慢 性 肺結

核 二於 テ・・列 序 的 二行 フ時 二考 慮 サ ルレ ベ キデ 且 著 ン

ク制 限 シ テ行 ハ・ルレベ キ モ ノデ アルレ。叉豫 後 的 二不 良 ナ

病 症 ノ者 二著 ンク 限定 ンテ行 ノ、ルレベ キデ ア ルレ。雨 側 肋

膜 腔 が癒 著 ニ ヨ リ空 隙 ナ キ場 合 二行 フ 時 ハ手術 後 ノ

危 瞼 ヲ大 二除 キ得 ルレモ ノデ此 時 ニ ハ手 術 ハ少 ク トモ

1ケ 月 ノ間隔 ヲオ イ テニ 期 二分 チ テ行 フ事 デ ァ ルレ。第

2同 手 術 ヲ選 プニ ハ 牛側 横 隔 膜 ノ 永 久 麻癖 ヲ起 ス コ

トデ ハ ナ ク テ其 機 能 ヲ3乃 至6ケ 月 間 減 ズ ルレニ ア ルレ。

必 要 デ ア リ且 望 マ シイ時 ニ モ ツ ト根 本 的 ノ 手 術 ヲ行

フ ガ ヨ ク絶 望 的 二進 行 ジタ例 一 於 テ ハ之 ヲ施 術 セ バ

臨 殊 的 及 解 剖 的 二噺 然 好 轄 セ ンメ ルレコ トがア ルレ。此 場

合 ニ ハ 肺活 量 ハ甚 シク叉 ハ相 當 二減 ジ テ居 ナ イ事 ヲ

必 要 トス ルレ。一側 ヲ手術 ンタ結果 ガ不 確 實 デ ア ソ タ リ

叉 ハ豫 測 デ キナ イ以 上 多 ク ノ 例 デ ハ 醗 リ多 ク ヲ期 待
　

ス ベ キ モ ノ デ ハ ナ イ。(寺 尾 抄)

横 隔 膜 神 脛 撚 除 二 伸 フScaleniotomyル 評 便

A.LincolnBrownandKathleenJ.Atkinson,An

EvalnationofScaleniotomyAccompanyingPhrenic

Evulsion.

ム
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Scaleniotomyハ 比 較 的 簡 軍 デ實 行 セ ラvヤ ス イ トノ・

云 へ 夫 ニ ヨツ テ得 ルレ臨 肱 的数 果 ハ必 ズ ンモ保 謹 デ キ

ナ イ。(寺 尾 抄)

簡 軍 ナ ル 人工 氣 胸 装 置

WilliamM・Stockwell ,ASimplified.ArtificialPne・

umothoraxApParatus.

之 ハ6黒 占ノ利 盆 が アルレ。1)、 扱 が簡軍 ニ デ キ ルレモ ノデ

辮 ガー アルレ ノ ミ。2)、 踵 計 ハ遮 噺 シナ イ装 置 ナ ル ヲ以

テ 常 二誼 ミ得 ルレ。3) 、Tambourノ ・凡 テ ノ良 鮎 ヲ有 シ

水 歴 計 ニ アルレ訣 黙 が ナ/。4)、 空 氣 ヲ 洗 灘 デ キ ル。

5)、Tambourノ 他 ・・凡 テ ノ部 分 ガ普 蓮 ノ研 究 室 的 装

、具 が アル。6)、 全 部 デ3.5砺 ノ重 サ シ カナ イタ メ携 帯

ニ ヨ イ。(寺 尾抄)

無辮 人 工 氣 胸 筒

EdwinH.Lee,AValvelessArtificial-Pneumothorax

Syringe.

簡軍 ナ ルレ工 夫 ヲ シ タ注 射 筒 ヲ圖解 シ テ アル 。(寺尾 抄)

空 氣 栓 塞

M.Pollak,AirEmbolus.

3例 ヲ報 告 シタ モ ノデ 夫 々 ノ 臨 休 的 症状 病 理 學 的所

見 空氣 栓 塞 ノ機 構 ガ人 一 コ リ大 二異 レルレ黒占及 共 豫 防

法 及 治 療 法 ヲ簡 輩 二記 述 シテ居 ルレ。(寺 尾抄)

人 工 氣 胸 二於 ケ ル空 氣 栓 塞 ル豫 防 法

B.W.Cobbs,ThePreventionofAirEmboliin

Artificia1Pneumothorax.ASimpleProtectiveTec-

hnique.

空氣 瓶 連 繊 管 、穿 刺 針 等 ガ常 二陰歴 トナ ツ テ居 ルレ様 豫

メ注 意 ン テ カ ラ肋 膜 腔 内 へ針 ヲ入 ルレ レ バ假 令 針 ガ肺

内 ヤ静 脈 内 二入 ツ テ モ 空 氣 栓 塞 ノ起 ラ ナ イコ トヲ

Robinsontypeノ 器 械 二就 テ説 明 ン テ居 ルレ。(寺 尾 抄)

喀 血 後 二起 ツ タ急 性 肺 萎 縮

JosephRosenblatt,AcutePumlonaryAtelectasis

FollowingHaemoptysis.ReportaCase.

喀血 ノ際Morphinヲ 注 射 ンタ 患 者 ノ 喀 血 直 後 ノX

線窮 眞 ト2ケ 月後 ノ爲 眞 トニ ヨ リ共 像 ガ 消失 ンタ事

カ ラ急 性 ノ肺 萎 縮 デ ア ツ タ ト 診 噺 シタ モ ノデ 之例 デ

ハ著 ンイ 呼 吸 困難 が ナ カツ タ事 ヲ珍 トシテ居 ルレ。 「チ

ァ ノー ゼ 」ハ 輕 度 ニ ア ツ タ ト云 フ。 倫斯 ノ如 キ例 ハ ヨ

ク アルレ筈 ダ が普 通 ハ繋 師 ノ注意 ヲ 惹 カナ イ モ ノ ダ ト

云 フ。即 凝 血 ノ爲 二氣 管 枝 閉 塞 ヲ起 シタ ルレ結 果 左 下葉

ノ萎 縮 ヲ起 ンタ ノ デ ア ラ ウ ト推論 シテ居 ルレ。(寺 尾 抄)

肺結 核 二於 ケ ルVitamin療 法
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PaulD.Crimm,J.W.Strayer,H.L.Watsonand

G.Heimann,VitamineTherapyinPulmonaryTu-

berculosis.III.TheEffectofViosterolontheAbs-

orption,RetentionandExcretionofCalcium.

Calcium撮 取1・糞 内Calcium排 泄 ノ量1・ ノ間 ニ ハ直

接 ノ補 正 的 關係 ガア ルレ。Viosterolヲ 投 與 ス ルレ 】・早 期

ニ ノ・尿 及糞 内 ノCalciumハ 減 少 ス ルレガ縫 績 ン テ與 ヘ

ルレ1・尿 内 ノCalcium・ ・増 加 ン糞 内 ノCalciumハ 減

少 ス ルレ。Viosterolヲ 與 ヘ ルレ1・Calciumノ 吸 牧 ヲ培

加 セ ンメ ルレコ トハ血 清 及 尿 中 ノCalcium量 ガ昂 マ ルレ

コ1・ ニ ヨ ソ テ知 ラvル レ。VitamfheDヲ 増 量 ス ルレ1・

組 織 液 内 ノCalciumガ 停 滞 ン テhypercalcaemiaノ

状 ヲ呈 ス ルレ。 食 璽 水 ノ静 脈 内注 射 ハVitamineD二

依 ソ テ起 ツ タhypercalcaemiaノ 朕 二聖・J一ン テ特 異性 ノ

拮 抗 剤 デ ア ルレ。(寺 尾抄)

結 核 ル精 神 病 學

C.B.RossandW.S.Stanbury,ThePsychologyof

Tuberculosis.

結 核 ノ精 紳 病 學 ノー 般 二就 テ記 シ疾 病 ガ 品 行 二及 ボ

ス影 響 ヲ表 ニ シテ共 塵 理 法 ヲ論 ジ タモ ノ デ 之概 論 ハ

病 人 各 臼 ノ精 紳 朕 態 ヲ解 ス ルレニ役 立 ソ モ ノ ト シテ精

紳 療 法特 二暗 示 療 法 ノ重 要 ナルレヲ力 説 ヌ 。(寺 尾抄)

結 核 恐 怖 症

MilesJ.Breuer,Tuberculophobia.

心臓 病 患 者 ノ前 デ矢 鱈 二心 臓 病 ノ 話 ヲス ル コ トハ危

瞼 デ ア ルレ1・同様 二結 核 デ モ左 様 デ ア ルレ。10年 乃 至20

年 前 マ デ ハ肺 結 核 ト診 噺 ヲ下 ス ノ ハ眞 二甚 ンイ 者 二

就 テデ ア ッ タ。 近 時 早 期診 漸 が 進 歩 ンタ タ メ ニ輕 微

ナ 者 が 獲 見 サ レ外 來 デ病 竈 ノ輕 微 ナ者 ⊇ ハ 本 人 二病

状 ヲ知 ラ シ ムベ キ デ ア ルレ。 之 ヲナ ス ニ ハ讐 師 ノ・患 者

ノ人 爲 ヲ ヨ リ知 ツテ オ ク コ トが必 要 デ 叉 十 分 二診 断

ヲス ルレ迄 ・・診 噺 ヲ付 ケ ナ イ ガ ヨイ。結 核 デ ア ルレコ トヲ

信 ジナ イ 者叉 聴 ク コ トヲ怖1ノ ル者 或 ハ無 關 心 ノ 者 等

色 々ア ルレ。輕 微 ナ結 核 患 者 ヲ治 療 ス ルレニ ハ讐 師 ハ敏 師

デ アルレ。即 生 活 法 ヲ敏 ヘ ルレ者デ 場盤 ノ訓 練 ヲ正 シク初

メ ルレ前 二十 分 ノ基 礎 ヲ作 ツ テ オ ク ベ キデ ア ルレ。其 他 患

二者身 禮 二 即 シタ療 養 法 ヲ懇 切 二 設 イ テ指 導 ス ベ キ デ

ア ルレ。(寺 尾 抄)

小 見 二於 ケ ル結 核 性 氣 胸

JosephGreengardandIrvingR.Abrams.Tubercu-

lousPneumothoraxinlnfancv.

小 見氣 胸 ノ2例 ヲ報 告 ス。1例 ハ生 後9ケ 月 デ特 獲 性
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氣 胸 ヲ有 ス ルレ者 デ斯 ノ如 キ報告 ハ 稀 デ ア ルレ。本 例 ノハ

初 感 染i欠 デ 全 均粟 粒 結 核 ヲ起 シ タ モ ノ デ症 状 ノ、成 人

ノ モ ノ ト・・異 ソ テ 居 ルレ。其 急 獲 ハ知 ラ ヌ間 二起 リ氣 胸

ノ存 在 ハ臨 林 的 ニモX線 的 ニ モ 十 分 二知 ルレコ1・ヲ得

タ。豫 後 的 見 地 カ ラ セ バ小 見 二於 ケ ルレ結 核 性 氣 胸 ハ悪

性 感 染 ノ獲現 ト見 ラ レルレ.之 ハ普 通 見 ラ レルレ非 結 核 性

一氣胸 デ多 クハ 良性 ノモ ノ}・ヨ イ 剴照 ヲナ ス モ ノ デ ア

ルレ。(寺 尾 抄)

Detroit二 於 ケ ル小 見結 核 ル研 究

J.A.JohnstonandHenryD.Chadwick.AStudy

ofChildhoodTuberculosisinDetroit.

Detroitデ2.500人 ノ 白人 ハ』・兜 二〇.1mgm/tuberculin

ヲ皮 内注 射 シタ ルレニ 生後 ヨ リ15歳 マ デ ノ兜 童 ハ亭 均

17.9%陽 性 デ ア ツ タ。皮 内 反 磨1・X線 検 査 デ罹病 ン タ

モ ノ1'認 メ ラルレ ・者 ハ4.4%ア ツ タ。本 研 究 中前 ノ4

年 間 二陽性 反 慮 搾359人 中 カ ラ2例 ノ 成 人 型結 核 者

が 出 タ。2人 共 以 前 二小 見 型結 核 ノ診 噺 ヲ受 ヶ タ 者デ

ア ツ タ。(寺 尾 抄)

NewYork,Cattarangus番 ノ見 童 ル結 核 検 診 法 及 其

成 績

JohnH.Korns.TuberculosisinChildrenCase-Fin・

dingMethodsandResultsinCattarangusCounty,

NewYork.

外 見上 立派 二健 康 二 見 ヱ ルレ學 童 ト 肺 結 核 二接 醐 シタ

學 童 ヲ検 査 シ テ見 ルレ1・結 核 感 染 ハ後 舌二 多 イ。田 舎 ノ

小 學 校 デ 多敷 二tuberculin検 査 ヲ行 フ事 ・・時 間 ヲ費

シ出費 ノ多 イモ ノデ ア ルレ。此 學 童 群 二於 テハ結 核 が稀

ナ タ メ ニ常 規 的 ニ コ ノ槍 査 法 ヲ 行 フ コ1)・Cattara-

ngUS郡 二於 テハ ヨ イ方 法 ト・・云 ヘ ナ イ。 高等 學 校生

徒/tuberculin試 験 ・・共 陽 性 者 ヲX線 検 査 ヲ行 ヒ成

人 型 竈 ヲ早 期 二登 見 シ其 獲 病 豫 防 ノタ メ ニ讐 師 ヲ訪

子 サ セ ルレ様 ニ スベ キ デ ア ルレ。

Tuberculin検 査 ヲ シナ イデX線 楡査 ヲ行 フ ベ キ デハ

ナ イ。保 健 局 ガ如 何 ナ ルレ方 法 ヲ以 テ患 者號 見 二努 メ ヤ

ウ トモ家 庭 讐 及 學 校 磐 ト 密 接 二提 携 スベ キ デ ア ソ テ

是 等 ノ磐 師 ハX線 槍 査 及槍 疾 ヲ 必 要 二晦 ジテ無 料 デ

行 フ人 々デ ア ルレ。(寺 尾 抄)

乙 女 及 若 イ婦 人 ノ結 核

UoydArnold.TuberculosisinGirlsandYoung

Women.

世 界 各 國 ノ統 計 ヲ見 ル ニ若 年 ノ婦 人 ノ・男 子 ヨ リモ結

核 死 亡 率 ガ高 イ。之 ノ・就 會 的 生活 、 嗜 好 、 習 慣 、 食 餌
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衣 服 等 ノ相 違 ニ ヨルレモ ノデ ハ ナ イ。生物 學 的 二 月経 ノ
コ

ア ルレ事 ガ重 要 ナ ルレ相 違 黒占デ ア ッ テ 月維 が 週 期 的 二來

ルレノガ意 味 ガア ルレ。刀経 初潮 後5ケ 年 間 デ 吊、織 績 日

婁女、 週 期 ハ・一定 ンテ來 ルレモ ノデ ア ルレ。刀経 時 ニハ新 陳

代 謝 、 毛 細 管 ノ透 過 性 、 細 胞 ノ攣 化、等 ガ病 竈 周 園 ノ

組 織 ヲ刺 戟 ス ルレモ ノデ活 動 性 結 核 機 輔 二 好 都 合 ナ ラ

シメ ルレ爲 二 刀経 前 熱 ヲ來 ス モ ノデ ア ルレ。根 本 的 ニ ハ世

界 各 國 ノ報 告 サ レタ統 計 ニ ヨ リvitalstatisticヲ 研

究 ス ルレコ トが望 マ ン イ。(寺 尾抄)

結 核 保 菌 可 能 ナ ル蛎 贔(「 ア ブ ラ ム シ」)

HenryC.Read.TheCockroachasaPossibleCar・

rierofTuberculosis.

蛎 鍋 が保 菌 者 トナ リ得 ルレ理 由 ハ實 験 二 使 用 シタ蛎 巌

ガ結 核 菌 陽性 疾 ヲ喰 ウタ メ 其 腸 内容 物 中 二結 核薗 陽

性 ナ ルレヲ見 タ。 叉 ソ ノ腸 内容 物 ヲ「モ ルレモット」二注 射

ス ルレ ト定 型 的 ナ結 核 ヲ作 ルレ。叉 蛎 轟 ノ他 ノ組 織 中 ニ ノ・

結 核 菌 ヲ詮 明 シナ カ ツタ カラ蛎 鵡 自 勇 ハ 免 疫 性 ヲ有

シテ居 ルレノデ ア ルレ、カク テ蛎 贔 ハ 患 者疾 ヲ喰 シテ窒 所

ヨ リ毫 所 へ 移 動 シ テ食物 カラ傳 染 セ ン メ ルレコ ト・・可

能 デ ア ルレ。(寺 尾 抄)

Amazon鵬 鵡 ル人 型 株 結 核

W.R.Hinshaw.TuberculosisofHumanOriginill

anAmazonParrot.

Amazon鵬 鵡(genusAmazona)ノ 雄 性 二 就 テ ノ結 核

ヲ1例 報 告 シタ、コ ノ鵬 鵡 ハ結 核 患 者 ノ寵 愛 ヲ受 ケ タ

事 ガ ア ルレ。動 物 試 験 ノ結 果 此 鵬 鵡 ハ 人型 薗 ニ ヨルレ結 核

二罹 ツ テ 屈 タ ノデ ア ツ タ。(寺 尾抄)

喀 擾 中 ノ結 核 菌 藪 算 定 ノ手 技

JosephHughes.ATechniqueforEstimatingthe

NumberofTubercleBacilliinSputum.

從 來 ノGaffky氏 法 二 渦 足 セ フごモ ツ ト近 イ薗 数 ヲ計

算 セ ン1・企 テ タ モ ノ デ褒 ヲNaOHデ1・ カ シ薗 ヲ均 等

ナ浮 游 液 トシ テー 定 ノ方 法 デ裁 物 硝 子 上 デ 染 色 ンテ

ソ ノ]C・C・中 ノ含菌 置 ヲ計 算 ス ルレ方法 ヲ 記 ンタ モ ノデ

ア ルレ。(寺 尾 抄)

大 腸結 核 研 究 二際 シテ紙filmヲ 使 用

ClarenceJ.Zintheo.TheUseofPaperFilmsin

theSthdyofTuberculousEnteritis.

Paperfilm1・standardfilmヲ2秒 、100ma.,25inches,

60-75Kilovoltsノ 條 件 テv使用 シ 比 較 ス ルレ ト前K-・ ・

腸 ノ映 像 ト債 格 ノ鮎 デ勝 ツ テ居 ルレコ トヲ説 イ タモ ノ.

(寺 尾 抄)
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結 核 專 門 外 雑 誌

「ヘ モ グ ロ ビ ン
」加 卵 培 養 基 二就 テ

高 尾 憲 作(Tl本 徽 生 物 學 病 理 學 雑 誌 第28巻 、 第9號)

著 者 ハ喀 褒 ヨ リ結 核 薗 ヲ分 離 培養 ス ルレ場 合 ハ培 養 基

・・人 血 ヨ リ得 タ ルレ「ヘ モ グ ロ ビ ン」液 ヲ加 ヘ タHohn

ノ所 謂Z-N5hrbodenト 家 兎 血液 ヨ リ得 タ ルレ「ヘ モ グ

ロ ビ ン」加 卵 培 地 トノ間 ノ戒 績 ヲ比 較 シテ 見 タ、 叉 家

兎 血 液 「入 モ グ ロビ ン」加 卵培 養 幕 トPetragnani培 地

ト問 ノ成 績 トヲ比 較 研 究 ンテ次 ノ様 ナ結 果 ヲ得 タ。

】)、家 兎 血 液 ヨ リ作 ッ タ 「ヘ モ グ ・ ビ ン」液 ヲ人 血 「ヘ

モ グ ・ ビ ン」液 二 代 ヘ タ 「ヘ モ グ ・ ビ ン」加 卵 培 地 ・・

Hohn/Z一 培 地 二比 ンテ遜 色 ガナ イ。

2)、 「ヘ モo'・ ビ ン」加 卵 培 地 ・・培 養 基 ・ 製 法 ガ複 雑

デ ア リ雑 薗 ノ獲 生 モ多 ク分 離 培 養 幕 ト シテ 適 當 デ ナ

イガ加 ヘ ラ レタ 「ヘ モグnビ ン」・・結 核 薗 ノ獲 育 ヲ量

的 二促 進 ス ルレ。

3[、Petragnani培i養 基 ハ 「ヘ モ グ ロ ビ ン」加 卵 培 地 二

比 ン成 績 良 ク好 適 ナ ルレ分 離 培 養 基 ト認 メ ラ レルレ。

(小 林 抄)

色 素 ノ結 核菌 獲 育 二及 ボ ス影 響

尾 高 憲 作(日 本 微 生 物 學 病 理 學 雑 誌 第2S巻 第9號)

著 者 ハ 種 々ナ ル濃 度 二 「ゲ ンチ ア ナ ビ レオット」「マ ラ

ヒットグ リュン」「コ ンゴ ロー ト」蛇 二 「トリパ フ ラビ ン」

ヲ加 ヘ タルレL6wenstein卵 地 ヲ用 ヒテ 、喀疾 ヨ リ結 核

菌 ノ分離 培 養 ヲ行 ヒ菌 ノ登 育 獣 態 其 他 一 就 テ槻 察 ン

次 ・結 果 ヲ得 タ。

喀疾 ヨ リ ノ 結核 菌 分 離 培養 二 硫 酸 塵 置法 ヲ 以 テ ン

L6wen-stein培 地 二種 々ナ ルレ濃 度 ノ 「ゲ ンチ ア ナ ビ オ

し/ット」、 「●マラ ヒットク"リュン」「コ ンゴ ロ ー 、ト」立立二 「ト

リ・?フラ ビ ン」 ヲ添 加 ンタ ルレ培 養 基 ヲ用 ヒ テ是 等 色 素

ガ結核 薗 ノ獲 育 二及 ボ ス 影響 ニ ツ キ テ観 ルレニ、色 素 濃

度 上 昇 ト共 二結 核 菌 二及 ボ ス 障 碍 ハ 次 第 二増 大 ス ルレ

コ トハ何 レノ色素 デ モ同様 デ アル が、

1)、 「ゲ ソ チ アナ ビLオレット」ハ1:20000ニ テ ハ結核 菌

奨 育 障 得 ナ キ モ1:10000ニ テ ハ 梢 く阻 止 的 二 働 キ

1:1000ニ テ ハ 聚落 形 成 ヲ完 全 二防 遇 ス ルレ。

2)、 「マ ラ ヒットグ リュン」並 二 「コ ンゴ ロー ト」ノ・共 二

1:4000ニ テ ハ何 等 ノ 障 碍 ナ ク1:2000ニ テノ、登 育 ヲ

稽 ζ抑 制 ス但 ン1・500ニ テ モ 聚 落 形 成 ヲ完 全 二 ・・阻

止 ン得 ナ イ。

3)、 「1・リパ フ ラ ビ ン」・・1:1000000ニ テ ノ・障 碍 ナ キモ

1:500000ニ テ 多 少 影 響…ヲ及 ボ シ、1:1000ニ テ ノ・聚 落

ノ形 成 ヲi來サ ナ イ。

4)、 上記4種 ノ色 素 ハ何 レ ノ 濃 度 ニ テ モ結 核 菌 ノ獲

育 二劉 ン テ促 進 的 二働 クモ ノノ・ナ イ。

上 記4種 ノ色素 ガ結 核 菌験 育 二障 碍 ナ キ 範 園 ノ濃 度

師 ・≠「ゲ ン;ア ナ ビ オ レット」1:20000「 マ ラ ヒットグ

リュソ」虹 二1コ ン ゴ ロー一ト」1:4000「 ト リパ フ ラ ビ ン」

1:1000000ノ 割 合 二加 ヘ タルレL6wenstein培 地 中 、

5)、 「ゲ ン チ アナ ビ オ レット」「マ ラ ヒットグ リュン」蛇 二

「コ ン ゴ ロー ト」ハ 何 レ モ美 麗 ナルレ劉●照色 ヲ呈 シ聚 落

早 期 狡 見 二便利 ナ ルレモ 「トリパ フ ラビ ン」 ハ卵 培 地 二

射 ンテ ハ封 照 色 ヲ附 加 シナ イ。

6)、 從 ツテ4種 色 素 ヲ結 核 菌 獲 育 二 障碍 ナ キ濃 度 二

加 ヘ タ ル培 地 上、「ト リパ フ ラ ビ ン」ハ他 ノ色 素 加 培 地

二比 ンテ聚 落 狡 見 ガ卒 均 約1日 遅vル レ。

7>、 「マ ラ ヒ・・トグ リaン 」 ガ 最 モ雑 薗 防止 力 強 キ モ ノ

ノ如 クデ アルレ。(小 林 抄)

結 核 菌 ル濾 過 型 二關 ス ル研 究(人 型 結 核 菌 ル濾 過

型 ハ動 物 膿 逼 過 ニ ヨ リテ果 シ テ 結 核 菌 卜成 リ得

ル カ?)

中 川誠 一 ・『北 海 道馨 學 雑 誌 第1郎F第4號 昭 和9年4

月)

結 核 菌 ノ濾 過 型 が、細 菌學 上毒 力 増強 ノ慣 川 手段 デ ア

ルレ動 物 膿 通 過 ニ ヨ リ、定 型 的結 核 菌 ニ ナ リ得 ノレヤ ヲ確

メ ン ガ爲 、動 物 膿 通 過 試 験 ヲ行 ヒTogounoff.Arloing.

Dufourt等 ノi直試1・ ナ シ、一面 ニ ノ・之 二件 ツ テ 乍實 験

二使 用 セ ルレ海 狸 ノ重 要 諸 臓 器 ニ ハ 特 有 ナ ルレ攣 化 ガ見

ラ レテ 來 ・・シナ イカ、 仰 チ濾 過 型 ノnontuberculig6n

ナ ルレ性 質 力"動物 膿 通 過 ト共 二tuberkuligenニ ナ リ行

ク ノデ ・・ナ カ ロ ウ カ ヲ知 ラ ン トンテ組 織 標 本 ヲ 製 シ

テ精 査 シタ.

實 験 ・・1組 凡 ソ3--5頭 デ全 部 二12組1、12Serie)行 ツ

タ。各 組 ノ策1代 ハ氏 ノ第1回 報告 二於 テ記 載 セ ルレモ

ノデ濾 過 型 ヲ誰 明 シタ海 狸 テ アルレ。其 ノ海 狸 二接 種 セ

ルレ、濾 液 ヲ得 タ ルレ濾 過材 料 ハ或 ハ結 核 患 者 ノ喀 疾 デ ア

リ、或 ハ培 養 セ ルレ結 核 菌 デ アルレ。 何 レモ之 コ嚴 密 ナ ルレ

操 作 ノ下 二濾 過 セ ルレモ ノデ ア ルレ。氏 ハ叉 從 來 ノ濾 過 法

ハ濾 過 型 ノ現 出甚 ダ少 ナ 久 標 本 中 二於 ケ ルレ詮 索 二大
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ナ ルレ努力 ヲ要 シタルレ程 デアルレカラ、濾 液 ノ製 法 ヲ改 良

シテ最 モ確實 二且最 モ多激 ノ濾過型 ヲ 讃 ン得 ノレト稻

セラルレ・Ninniノ 法 二從 ツテ濾液 ヲ製 シタモ ノデモ

實験 ヲ行 ツタ、卸 チ此 ノ濾液 ヲ新 タナルレ海猿 二接種 シ

テ動物膿通過 ヲ行 ソタモ ノモアルレ。此 ノ濾過材料 二使

用 シタ結核薗 ・・種 々ナ ルレ毒性 ヲ有ス ルレStammノ 中

ヨリ毒 力 ノ相當 二強 キモ ノヲ選 ピタ リ。

第2代 以下 ・・第1代 動物 ノ淋巴腺、肝、脾等 ヲ適當 ナ

ルレ時期 ニソレゾレ健 康ナルレ海狸 二接種 ンタノ デ アル、

カクシテ数代 ノ動物盟蓮過 ヲ繰 リ返 シ行 ヘ リ。

注 射方法 ハ多 クハ皮下叉 ハ 腹腔 内注射 ヲ行 ッタ ノデ

アルレが時 々ノ・睾丸内注射 ヲ行 ヘ リ。

接種 ノ時期ハ從來 ノ方法 ニ ヨレバ1-3ケ 月 ノ経過後

二接 種 力"繰リ返 サ レタ ノデアルレカ'、Ninni一 ヨレバ

濾 液接種後 ハ第9日 目二於 テ最 モ 確實 二且 多ク ノ濾

過型 ヲ獲見 ン得 ルレト唱 へ居 ルレニ鑑 ミ彼 ノ言 二從 ッテ

接種9日 目二睾丸通過試験 ノ接種 ヲ行 ヘ リ。

10組 ノ追試 的動物通過試験 ヲ通 覧ス,レニ濾 液接種海

猿 ノ細薗學 的及 ビ組織學 的所 見二比 ン、第2代 目動物

通過試験 二於 テハ ヨリ顯 著ナルレ所 見 ヲ得 ルレ事 多ク、濾

過型 ノ外 二定型的結核薗 ヲ詮 シ或 ノ・抗 酸性 ノ顧 粒状

桿菌 ハ其 ノ抗酸性墳 強 ンテ濃 赤色 ヲ呈スルレヲ見ルレ。

組織學 的ニモ肺胞壁 ノ細胞滲潤、 吸牧性 無氣 肺、網 状

細胞 ノ増殖 等ノ外 二廣 キ加答見性肺炎或 ハ 非定型的

結核結 節 ノ像 ヲ示 ン、一般 二濾過型 ノ毒 力 ガ墳張 セ ン

女ロク感ゼ ラ1/ルレ。

2代 目通過 が濾過 型 ノ毒性 ヲ培強ス ルレ コ トニ就 キテ

ハ帥 チ長期 培養結 核菌濾液 ヲ 注射 セルレ海狸 ノ淋巴腺

ヲ接種 セルレ2頭 ノ海狸 中1頭 ハ盟重 ノ輕減、非定型的

結核 結節、定型的結核菌 ヲ詮 ン、他 ハ分娩後1週 間 ニ

ンテ急 速ナ ルレ死 ヲ來 タサ シメタカラデアル。

第3代 目以後 ニハ然 シナ がラ是等 ノ 濾過型 モ漸次減

少 ン或 ・・組織的 ノ攣化 モ其 ノ程度 ヲ輕減 シ、禮重 モ障

碍ナ ク培加ス ルレニ至 ルレ/ヲ 見 タ リ。部 チ毒性 ノ減弱 ヲ

物語 ルレモノナ リ ト.第2代 目 ノ毒性増弧 ナ シニ動物

通過 ノ世代毎 二毒性漸 次減 弱 ン且結核菌 ヲ 諦 シ得 ザ

リシモノ10組 中3組 ア リシ ト.氏 ノ創意 二懸 ルレ、動

物 鵬通過試験 ノ接種 ヲ睾 丸二行 フコ トニ ヨ リ 濾過型

ノ毒 力 ヲ著 ンク増強 セ シメ膿重 ノ 輕減乃至悪液質 ヲ

生ゼ シメ且組織學的 到81キ 肺炎或 ハ・非定型 的結核結

節9生 ゼ シ ノ定型的結核菌 ヲ叙上追試 ノ 成績 ヨ リモ

稽=多 ク見出 ン得 タルレコ ト・・注 目 二 債 スルレコ ト・考

録 【第12巻

ヘ ラ ルレト。加 之 第3代 目 二於 テ モ毒 性 ノ減 弱 ヲ認 ムルレ

コ ト無 キ ハ從 來 ノ動 物 通 過 試 験 二比 シ 本 研 究 ノ目的

上 大 イ ニ優 ルレ鮎 ナ リ ト考 ヘ ラ ルレト云 ヘ リ。

本 實 験 二於 テ ハ屡 ζ定 型 的 結 核 菌 ヲ謹 明 ンテ ヰ ルレが、

未 ダ純 粋 ノ結 核 性 病 攣 ヲ組 織 的;登 見 ス ル コ トニ成

功 ン テ居 ラ メ。即 チ本 實 験 ノ動 物 膿 通 過 ノ範 園 デ ハ登

見 セ ラルレ ・結 核 菌 ハ未 ダtuberkulig6nナ リ ト・・言 ヒ

得 ナ イ。

本來 ノ結 核 薗 二於 テ モ毒 性 ノ張 弱 二非 常 ナ ルレ 逞 庭 ア

リ、弱 キ毒 性 ヲ攣 ジテ猛 毒 トナ ス コ トガ甚 ダ困難 ナ ルレ

場 合 ガ ア ルレト稽 セ ラ レルレ。然 ルレが故 二上 述 ノ場 合 二於

テ濾 過 型 ヨ リ育 生 ン タ ト考 ヘ ラルレ ・結 核 菌 ガtuberc・

ulig6nノ 性 質 ヲ得 ナ カツ タ ノノ・當 然 デ ア ルレb見 ルレ可

キデ 此 ノ目的 ノ爲 ニ ハ更 二長 年 月 ノ 動 物 彊 通 過 其 ノ

他特 殊 ノ方 法 ヲ要 ス ルレモ ノ ト考 ヘ ラ ルレ ト述 ペ タ リ。

最 後 二結 論 トジテ氏 ノ、次 ノ項 ヲ墾 グ タ リ。

1.余 ノ記 栽 セ ルレ結 核 菌 ノ濾 過 型 ハ 動 物 禮 通 過 ニ ヨ

リテ多 ク ハ結 核 菌 二育 成 シ得 ルレ。

2.結 核 菌 ノ濾 過 型 ノ動 物 鵬 通 過 二 由 テ 濾 過 型 ノ毒

性 ヲパ多 少 増強 セ シメ、結 核 薗 ヲ登 見 ス ルレニ至 ル時期

ハ第2代 目 ノ通 過 後 ヲ以 テ最 後1・ ス ルレ。

3.此 ノ目 的 ノ爲 ニハ睾 丸 内接 種 ヲ 以 テ最 良 ノ方法

ト考 ヘ ルレ。

4.動 物 通 過 第3代 以 後 ハ濾 過 型 ヲ 登 見 ス ルレコ 〉モ

少 クナ ク共 ノ毒 力 モ低 下 ス ルレ如 ク デ アルレ。

5.濾 過 型 ヨ リ生 ジタ ルレ結 核 薗 ヲ ンテ 實 験 的=結 核

薗 本 來 ノ毒 性 ヲ恢 復 セ ン メtUberculig6nノ 性 質 ヲ得

セ ンメ ルレコ トハ極 メ テ困難 デ アルレ。(相 澤 秀 抄)

結 核 乾 酪 饗 性 機 韓 ル研 究

奈良 坂 俊ZF、 内藤 勝(東 北 讐 學 雑 誌 第16巻2號)

本 研 究 二用 ヒタ ルレ材 料 ハ專 ラ 人 盟 結 核 性 淋 巴 腺8例

及 結 核 腎6例 ナ リ。前 者 ハ新 鮮 屍 膿 材料 ヨ リ、 後=者ハ

手術 直後 ノ摘 出 腎 ニ ンテ混 合 感 染 其 他 ノ 墾 化 ナ キ純

結 核 性 乾 酪 墾性 組 織 ヲ主 ト シテ使 用 セ ラ レタ リ。材料

探 取 二際 シ テハ皮 膜 蛇 二周 園脂 肪 組 織 ヲ 肉 眼 的 完全

二除 去 シ且 ツ血 液 ヲ洗拭 シタ ル後 、乾 酪 攣 性 組 織 ト共

ノ周 園組 織 トヲ別 々 二探 集 シ、各 々速 二秤 掃:ノ後 、 出

來 得 ルレ限 リ細 確 シテ 、各 別 二「エー テルレ、ア ノレコー ルレ」

等 量混 合 液 適 當 量 中 二浸 漬 抽 出 ヲ行 ヘ リ。

抽 出 ハ 先 ヅ其 ノ抽 出 液 が稽 く沸 騰 ン 始 ム ルレ迄 加 温 ン

次 イデ 之 ヲ「メス コ ルレベ ン」内 二濾 過 ス。残 渣 ハ更 二微

細 末 二迄 細 砕 シ、再 ビ「エー テ ル、 アルレコー ルレ」等景 混



第1】 號】 抄

合 液 ニ テ浸 出 、前 同 様 同 一容 器 二濾 過 ス残 渣 ハ更 二数

同 同様 操 作 ヲ反 覆 ンテ充 分 二抽 出 シタ リ。斯 ク ンテ得

タ ルレ「コルレベ ン」内容 ハ冷 却 ヲ待 チ テ1エ ー テ ルレ、 ア ルレ

コ ー ルレ」混 合 液 ヲ劃 度迄 充 シ、 ソ ノ抽 出液 ノー定1,{:ヲ

探 リテ定 吊=分析 二使 用 セ リ。

然 シテ之 レ ガ測 定 方 法 ト シ テノ・総 脂肪 酸 ハ 日置 ヲ参

照 ンBloor氏 酸 化 滴 定 法 ニ ヨ リテ測 定 セ リ。「ヒ=レ

ンテ リ ン」・・Windaus氏 重 量測 定 法 ヲ用 ヒ、「レ チ チ

ン」ノ・Neumann-Kleinmann氏 法 二由 リテ施 行 測 定 セ

ラ レタ リ。

以 上 ノ實 験 二依 リ テ次 ノ8項 ヲ結 論 トシテ墾 ゲ タ リ。

1・ 余 等 ハ人 盟 結 核 乾 酪 性 機 轄 ノ 生 化學 的研 究 ヲ企

圖 シ、先 ヅ結 核 腎臓 及 淋 巴 腺 ノ脂 肪 蚊 二類 脂肪 盤 ノ種

類 及 量 ヲ検 査 ン次 ノ結 果 ヲ得 タ リ。

2.人 淋 巴腺 及 腎臓 ノ結 核 性 病 竈 ノ総 脂 肪 酸 ハ 乾 酪

質 二於 テ最 大 含 量 ヲ示 シ、周 壁 部 之 二次 グ健 存 組 織 二

最 小 ナ リ。

3.総 「ヒ ヨ レ ステ リ ン」モ亦 乾 酪 質 二最 多 量 ニ シテ、
'

健 存組 織 二最 モ少 ン。特 二遊 離 「ヒ ョ レス テ リ ン」ノ率
o

乾 酪 攣 性 ト共 二堆 加 ス 。此 ノ關 係 ハ淋 巴腺 二於 テ顯 著

ナ ルレ結 果 ルレ得 タ リ。 即 チ乾 酪 攣 性 ハ 「ヱ ンテ ルレヒ ヨ レ

ス テ リ ン」ノ分 解 ヲ件 フ モ ノナ リ。 組 織 學 的 所 見 ニー

致 ス。

4.「vチ チ ン」ハ乾 酪 墜 性 ト共 二漸 次 減 少 ス。故 二乾

酪物 質 ハ周 壁 ヨ リ少 量 ノ 「レチ チ ン」ヲ含 ミ 健 存 部 二

比 ス レバ遙 二少 シ。

5.郎 チ乾 酪 攣 性 時 脂肪 物 質 ノ攣 動 ハ総 脂 肪 酸 、 「ヒ

ヨ レス テ リ ン」ノ塘 量 及 ビ 「レチ チ ン」ノ 減 量 虹 二 「ヱ

ス テルレヒ ヨ レス テ リ ン」ノ分 解 ナ リ。就 中 「ヒ ヨ レス テ

リン」壇 量 最 顯 著 ナ リ。 從 ツ テ遊 離 脂 肪 酸 量 モ培 加 ス

可 ジ。脂肪 物 質 ト結 核 薗 若 ク ハ其 感 染 ト ノ關 係 二就 テ

ノ文献 ニ ヨ リテ判 ズ レバ 、斯 ノ攣 化 ハ即 チ結 核 菌 ノ侵

襲 二拮 抗 ス ベ キ モ ノニ シ テ、結核 感 染 局 塵 二化 學 的 臼

衛 機轄 ノ行 ハ ルレ ・コ トヲ示 ス モ ノナ リ。

弓.腸 間膜 淋 巴 腺乾 酪 攣 性 竈 ハ頸 、氣 管 淋 巴 腺 乾 酪 攣

性 竈 二比 シ総 脂酸 量 ハ 同 様 ナ ルレモ、「ヒ ヨ レス テ リン」

含 量 劣 ルレガ如 シ。

7.乾 酪 攣 性 竃 液 化 ヲ始 ムルレ ト共 二曇 一 分 解 ンタ ルレ

'「ヱス テルレヒ ヨ レス テ リ ンJ再 合成 セ ラルレ
。 恐 ラ ク 「ヒ

ョ レス テ リ ン」ノ移 動 吸 牧 二際 シテ 「ヱス テ ルレ」ガ重 要

ナ ルレ役 割 ヲ務 ムルレー 般 現 象 ノー 部 ナ ラ ン。結 締織 増 殖

シテ繊 維 性 トナ レルレモ ノ ニ鏡 検 上 重 屈 折 性 脂 肪 ヲ 認
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ムルレモ ノ ト・・其 ノ登現 ノ基 因 ヲ異 ニス。

8.上 記 ノ如 キ攣化 ハ・結核病竈脂肪 ノ組織學的所 見

ノ時期的推移 ノ原 因 ヲナスモ ノナ リ。之ニ ヨリテ宜 〃

組織學 的所 見 ヲ設明 シ且 ツ 組織學 的検索 ノ達 ン難 キ

庭 二補正 ヲ加 フルレコ トヲ得ベ ン。(相 澤秀抄)

骨及 ビ關節結核 ルZF地 日光療法 「特=血 液所見 二

就 テ)

濱田英五(東 北讐學雑誌第16巻 第2冊)

氏ハ骨及 ビ關節結核 ノ症例200例 二依 リテ實験 セ ルレ

結果、雫地 日光療 法 ハ高山 日光療 法 二比 シテ、 多少 ノ

遜色 アルレモ良成績 ヲ牧 ムベ クBrody日 光療法施 行方

法ハRollierノ ソレニ比 ンテ治 療敷果 ノ消 長ナ 〃縫

績的 二同程度 ノ治療数果 ヲ攻 ムベ ク然 シ テ之 ヲ考察

スルレニ赤血球激 バー般 二下降 ン血色素 含量 ・・Kester

及 ビ北室氏 ヨ リ稽 く多 ク減少 シ血色素指薮 ・・Rieder

及 ビ北室氏 二比 シテ骨結 核 ニ テ 多少低 〃 シテ關節結

核 ニテハ相似 タ リキ。全 白血球数 バー般 二増加 ン骨結

核 ニテハ關節結核 二比 シテ増加大ナ リキ、中性 白血球

バー般 二増加 シテ脊椎結 核 ハ骨及 ビ關節結核 一 比 シ

テ増加 ヲ認 メ、淋 巴球 ノ骨及 ビ脊椎結核 二於 ケル減少

ハ關節結核 二比 ンテ輕度 ニシテ、「ヱオ ジン」白血球 ハ

關節結核 二於 テ最 モ減少 シ恢復期 二在 ルレ者 ハ 増加 ア

リ且末 期二於 テハ減少 ヲ見、大軍核細胞及 ビ移行型 ハ

ー般 二増加 ア リテ末期ハ初期 ヨリモ場加 セ リト。

次 二各症例 二就 テ観察 サ レタルレ結果 ハ、自號痛歴痛 ヲ

認 ムルレモ強直登熱 ヲ認 メ ザルレ輕症群 二封 シテ 日光療

法 ヲ行 フ トキ先 ヅ第一 一 自登痛次 デ座痛消失 シ從 ツ

テ食慾及 ビ睡眠良好 トナ リテ盟重 ノ増加 ア リ 次 デ血

色素指数 ノ培加著 ンクンテ全 白血球撒 ノ減少 ヲ 認 メ

白血球像 ノ克服相 ヨリ急速 二治癒相 二 入 リテ瞳痛 清

失 ス レバ赤血球沈降速度 ハ・健康人赤血球沈降速度 二

近 ヅケ リ。本症群 ハ 日光療法 ノ数 果 ヲ著 明二受 ケタルレ

モ ノナ リ。

相當強 キ自登痛強直蛇 ビニ輕 キ登熱 ヲ 認 ムルレモ未 ダ

流注性膿瘍 ヲ認 メザルレ中等症群 二i封 ンテ 日光療法 ヲ

行 フ トキ輕症群 二比 シテ自登痛 虹 ビ ニ歴痛ハ相當 ノ

日徽 ヲ要 スルレモ清失 シテ食慾及 ビ睡眠ハ好輻 ス。然 レ

ドモ血色素指激 ノ増加叉 ハ全 白血球激 ノ 減少ハ輕 症

群 二比較 スルレトキハ遅 々タルレモ ノニシテ白血球像 ノ

克服相 ヨ リ治癒 相 二入 ルレ事容易ナ ラ ザルレモー度治 癒

桐二入 ルレトキ・・急速 二治癒相 ノ末期 二近 ヅケ リ。赤血

球沈降速 度 ノ低 下ハ遅 々タルレヲ見 ルレ モー 度低 下 ヲ始
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開 ス ルレ トキ ニハ 急 速 二低 下 ヲ初 ムルレモ ノナ リ。

弧 キ 自登 痛 歴痛 強 直蛇 ビ ニ相 當 強 キ登 熱 及 ビ 流 注 性

膿 瘍 ヲ認 ム ルレニ 至 レルレ重 症 群 二 封 シテ 日光 療 法 ヲ行

ヘ ルレニ症 状 進 行 大 ナ ラザ ルレモ ノニ於 テ ハ長 日刀 ヲ要

ス ルレモ 自登 痛 蛇 ビニ膣 痛 ハ次 第 二 清 失 シ食 慾 及 ビ睡

眠 ハ好 軸 シテ血 色 素 指 数 ハ漸 次 遅 々 ト シ テ 培 加 ジ白

血 球 数 モ 同様 ノ径 路 ヲ取 リテ 白血 球 像 ハ 克 服 相 二 永

ク止 リテ容 易 二治 癒 相 二入 ルレヲ得 ズ シテ、治 癒 相 二入

ルレモ遅 々 トシテ共 ノ末 期 二近 ヅヶ リ.赤 血 球 沈 降 速 度

モ容 易 二低 下 セ ズ次 第 二低 下 シ テ 健 康 人 赤 血 球 沈 降

速 度 ノ近 キ ニ達 ス。症 状 進 行 シタ ルレモ ノニ於 テ ・・長 日

月 ノ 日光 療 法 ヲ ナ ス モ 自獲 痛 歴 痛 強 直 ノ清 失 ヲ 認 ム

ルレ事 ナ ク食 慾 及 ビ睡 眠 ノ好 輻 ナ ク ンテ 血 色 素 指 藪 ノ

微 量 ノ増 加 ア ルレモ ノニ テ 白血 球 数 ノ 減 少 ナ ク シテ 白

血 球 像 ハ克 服 相 二止 リ治 癒 相 二入 ラズ。

帥 チ、 輕 症 及 ビ中 等程 度 群 二於 テ ・・治 療 交如 」ヲ取 ム,

ベ キ モ流 注 性 膿 瘍 ヲ併 狡 ス ルレ重 症群 二 於 テ ハ良 好 ナ

ルレ成 績 ヲ牧 ム ルレヲ得 ザ リキ。(相 澤 秀 抄)

肺 結 核 二於 ケ ル血 小 板

21三井 秀 徳(熊 本 讐 學 會 雑 誌 第10巻 第6號)

著 者 ハ肺 結 核 患 者49例 二就/テFonio氏 法 ニ ヨツ

テ血 小 板 数 測 定 ヲ行 ヒ臨 妹 的所 見 トノ關係 二 就 イ テ

猶 表 ス。

(1)測 定 セ ルレ血 小 板 藪 ・・最 高863.000最 低184.000

ニ シテ、Fonio氏 法 ニ ヨ ルレ正 常値130.OOO--350.000

二比 ンー 般 二増 加 ス ルレコ トヲ知 ルレ。

(2)血 小 板 倣 ト病 勢 トノ關 係 、血 小 板 数 著 明 二増 加 セ

ルレモ ノハ進 行 性 ニ ンテ停 止 性 乃 至 向潜 伏性 ノ モ ノハ

ー 般 二正 常 値 二近 シ
。

(3)血 小 板 鍛1・病 竈 ノ廣 サ トノ關係 、血 小 板 数 増 加 セ

ルレモ ノニ於 テ ハ病 竈 ノ廣 キ モ ノ多 ケ レ ドモ正 常値 ナ

ルレモ/ニ テ モ病 竈 ノ廣 キ モ ノ相 當 多敬 ア リテ雨 者 ノ

關 係 ハ必 ズ ンモー 致 セ ズ。

(5)血 小 板 数 ト血 色 素 吊ニトノ關係 ハ、 一定 セ ズ。

(5)血 小 板 数 ト白血 球 倣 トノ關係 、雨 者 ハ稽 く干 行 シ

テ増 減 ス。

(6)血 小 板 敷 ト赤 血 球 沈 降 速 度1・ ノ關 係 、血 小 板 数 壇

加 セ ルレモ ノー テノ、赤血 球 沈 降速 度 モ速 ク、沈 降 速 度 正

常 値 ナ ルレモ ノ ハ血 小 板 数 モ正 常値 二近 シ。

(7)血 小 板 倣 ト合 併 症 トノ關係 、喀 血 、 血 疾 ノア リタ

ルレモ ノニ 於 テ ハ血 小板 数 塘 加 ヲ示 ス モ喉 頭 結 核 、腹 膜

炎 肋 膜 炎 トハ ー 定 ノ關係 ヲ認 ノ ズ。
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(8)血 小板数 ト豫後 トノ關係、血 小板数 ノ値高 キモ ノ

ハ豫 後不良 ナ ルレモ ノ多 ク 値低 キモ ノハ豫後良好 ナルレ

モ ノ多 シ。

(9)経 過 ト血小板数 トノ關係。病勢培悪 スルレ時 ハ血小

板 敷モ培加 シ、輕 快ス ルレ時 ハ血小梗 敬減少ス。

(奥村抄)

人膿結核 性磯膜炎 ノ護生 二關 スル 病理組織學的

研究

久保久俊(東 京讐學會雑誌、第18谷 、第5號 昭和9年)

著者 ハ先ヅ解剖 的 二明瞭 デ ア ツ タ 結核性携膜 炎16

例、解剖 的 二鵬膜 二明瞭 ナ攣 化 ヲ認 メナカツタ全均粟

粒結核症乃 至高度 ノ肺結核症7例 ノ 人禮 鷹 ノ解 剖的

關 係 ヲ精査 シ、i封照1・ンテ結核薗 ノ皮下競 二静脈 内接

種及 ビ吸入感染 ニ ヨリ内臓諸 器官 二 結核病竈 ヲ生 ジ

4ルレ猿 ノ實験 的結核症9例(中 田實験)ノ拶、次 デ感染

裡路 ノ明瞭 デアツ タ 化膿性鵬膜 炎 昌例 ヲ比較 楡索 ン

タ。

解 剖學的 二明瞭 デアソタ結核性鵬膜炎 ハ、何 レモ定型

的腰底鵬膜炎 ノ像 ヲ呈 シ、贋 ノ組織 各要素、例 ヘバ血
9

管、鵬軟膜、鵬實 質、鵬 室、脈絡 叢蛇 二脈 絡組 織等 ノ

何 レニモ、程度 ノ差 ハアルレガ結核 性攣 化 ヲ認 メタ。結

核性攣化 ガ輕度 デ、且 ツ初 期デ ア レバアルレ程、 ソ ノ分

怖状態 ハ專 ラ血管 ノ周園 二限局 シテルレ。且 ツ動脈枝 分

怖 ノ最 モ豊富 ナ部位、例 ヘバ鵬 底 ニハ常 二廣 汎ナ結核

性攣化 ヲ見 ルレ。

脈絡叢蛇 二脈絡組織 ノ ミニ結核性攣化 ヲ 漿 見 シタ例

ノ・ナ ワ、或 ハ是等 二限 リテ高度 ノ攣化 ヲ詮 明 シタ事 モ

ナ イ。脈絡叢 二於ケルレ攣化 ト脈 絡組織 二於ケル夫 レ ト

ノ間 二・・決 シテ連 絡的關係 ハ詮 明サ レナ カツタ。

解 剖的 二贋膜 二明瞭 ナ攣化 ヲ認 メナ カツタ7例 ノ中、

2例 二組織 學的 二結 核性攣化 ヲ登 見 ・Yタ。1例 二於 テ

ハ極 メテ微細 ナ結核竈 ヲ甚ダ シク遠離性 二 多数登 見

シタ。其個 々ノ竈 ハ微細動脈 乃至 毛細 血菅 ヲ中心 トシ

テ始 リ、ソノ組織學 的所 見 ハ圭 トシテ類 上皮細胞、軍

核 細胞、共他輕微乍 ラ多核 白血球、淋 巴球等 ヲ雑然 ト

混 ジテルレ細胞竈 デアルレ。

上記 ノ接種方法 ニヨル實験 的猿結核症 ノ 鵬9例 ヲ組

織學的 二精査 シタガ鵬膜 二 結核性攣化 ヲ検 出 シ得 ナ

カツタ。

以上 ノ所 見 カラシテ結核性拶膜炎 二 於ケルレ炎性過程

ハ微細 血管 二端 ヲ獲 シ、血行元 二多登 ン、且 ツ結核性

攣 化 ノ分怖状態 ハ血管枝 ノ多寡 二 疏行 スルレ。 故 二臓
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底・殊 二交叉槽蛇 二共他 ノ動脈枝分怖 ノ豊富 ナルレ匠域

二・・、常 二甚 ダ シク廣汎 ナ且 ツ高度 ナ結核性攣化 ガ招

來 サ レルレ。蜘 蛛膜下腔殊 二軟膜 二接 セルレ部分 ハ血管 二

富 ム。從 テ該腔 二最 モ重 要ナ炎性墜化 ガ起 リ、且 ツ此

施ニハ鵬髄 液 ヲ容 ルレ・ヲ以 テ、共蔓延機韓 モ促進 セラ

ルレ可 ク、待 二鵬 底 ノ蜘 蛛 膜 下腔 ・・甚 ダ廣 潤 デ蜘 蛛 識ヨ朕

ノ結 締 織 梁 二極 メ テ乏 シイ カ ラ上 述機 縛 ノ更 二 容 易

ナ ルレベ キ解 剖 學 的 造 構 ヲ具 有 ス ルレ。斯 様 ニ シテ結 核 性

膀 膜 炎 ハ旙 底 二成 立 ス ル ノ デ ア ルレ ト結 論 シテ ヰ ル。

(中 田抄)

會報 勉難 報

〇十月中新入會者

長者 爾徳

古作 善三

土居 利三

最所 勝英

菅原 英夫

京都市伏見匠深 ら1亙直違 橋九 ノニ∩ 九京

都府 立深 草健 康相談 所内

干葉 縣入 日市場町

大 阪市南匠 安堂寺橋 通 リー ノ三三

朝鮮京 釜本線天安騨 前

東京 市麻 布匠廣尾町七九

輻 島 正

鈴 木 …進

澄川 吉郎

張 友 規

中澤傳三郎

東京市澁 谷匠豊澤町六入

浦洲國 ハルレピン飛行第十一大隊

東京市 杉並匠馬橋三 ノ三二三

中華民 國北卒西城北新華街二四

東京 市葛飾匠亀有町ニ ノ九五七

O會 員 卦

下記 會員 ノ計報 二接 ス謹 デ弔意 ヲ表ス 高橋孝二鄭




